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３月11日、市内10中学校で卒業式が行われました。卒業生は自分の名前が呼ばれると
大きな声で返事をして校長先生の前へ進み、晴れやかな笑顔で卒業証書を受け取りました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記事10㌻・写真は本荘南中学校）
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施
政
方
針
要
約

施
政
方
針
要
約

　湊市長は市議会定例会で「施政方針」を

述べ、新年度の市政運営について説明しま

した。その要点についてご紹介します。

［政策について］　総合政策課　☎２４―６２２６

［予算について］　財政課　　　☎２４―６２１９

問い合わせ先

　
　
　
　
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
感
染
症
の
拡
大
か
ら
３
年
目

　
　
　
　
で
あ
り
ま
し
た
が
、
年
初
か

ら
続
く
い
わ
ゆ
る
「
第
６
波
」
か
ら
「
第

８
波
」
に
至
る
ま
で
緊
急
事
態
宣
言
の

よ
う
な
行
動
制
限
が
行
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
感
染
症
対
策
と
社
会
経
済
活
動
を

両
立
さ
せ
る
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
の
動
き

が
出
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
各

地
域
で
「
３
年
ぶ
り
」
と
な
る
身
近
な

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が
多
く
開
催
さ
れ
、

人
が
集
ま
る
姿
を
目
に
す
る
機
会
が
増

え
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
で
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
侵
攻
や
、
急
激
に
進
ん
だ
歴
史

的
な
円
安
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
や
食
料
品
な
ど
の
生
活
必
需
品
を
中

心
と
し
た
物
価
の
高
騰
を
招
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
っ
て
疲

弊
し
た
地
域
経
済
に
、
さ
ら
に
大
き
な

影
を
落
と
し
ま
し
た
。
今
後
も
そ
の
長

期
化
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
か
ら
脱
却
し
き
れ
て
い
な
い

地
域
経
済
の
回
復
に
向
け
、
し
っ
か
り

と
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
は
こ
れ
ま
で
「
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
」
と
い
う
最
重

要
課
題
の
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
令
和
２
年
国
勢
調
査
の
人
口

等
基
本
集
計
で
、
本
市
の
人
口
は
５
年

前
の
前
回
調
査
と
比
べ
て
５
２
２
０
人

の
人
口
減
少
と
な
る
な
ど
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
も
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
」
と
「
人
口
減
少
」
と

い
う
２
つ
の
大
き
な
課
題
の
克
服
に
向

け
「
６
つ
の
重
点
施
策
」
を
柱
に
据
え

な
が
ら
、
本
市
の
持
つ
優
位
性
を
最
大

限
に
生
か
し
た
施
策
・
事
業
を
展
開
し
、

継
続
し
て
課

題
の
解
決
に

向
け
、
全
力

で
取
り
組
ん

で

い

き

ま

す
。

会　計　名　

国民健康保険

後期高齢者医療

診療所運営

情報センター

奨学資金

介護サービス事業

スキー場運営

小友財産区

北内越財産区

松ヶ崎財産区

予算額（千円）

8,724,440 

1,011,371 

145,290 

260,000 

55,374 

34,103 

53,715 

2,935 

16 

788 

▶ 特別会計▶ 特別会計

会　計　別　

一般会計

特別会計

企業会計

予算額（千円）

47,760,000

10,288,032 

14,614,637

前年度比（％）

0.7

△3.1

4.3

合 計 72,662,669 0.9

▶ 予算総額▶ 予算総額

会　計　名　

水道事業

下水道事業

ガス事業

予算額（千円）

6,284,030

6,465,873

1,864,734

▶ 企業会計▶ 企業会計

令
和
５
年
度

当
初
予
算
概
要

令
和
５
年
度

当
初
予
算
概
要

広報ＩＤ
１００７６８９

施政方針全文

広報ＩＤ
１００７７３７

当初予算の詳細

昨昨

Pick Up その他事業 ( 以下一部抜粋 )

にぎわいを地域に

▶ 地域づくり推進事業　　　　　２,２５０万円

▶ プロモーション会議　　　　　１,１９０万円

▶ 元気な地域づくりチャレンジ事業 ７００万円

　有志の若者がイベントなどを企画・実施する

「プロモーション会議」や地域の特色を生かした

事業「元気な地域づくりチャレンジ事業」などを

通じて、地域の主体的な取り組みを支援します。

地域防災力の向上

▶ むこう三軒両隣・たすけあい事業 １７０万円

　災害時などに住民同士で助け合う共助意識を

高めるため、地域のつながりや自主防災組織の活

動を促進します。

２．自治組織と協働による市民生活に密着した

　　課題解決につなげる施策

２．自治組織と協働による市民生活に密着した

　　課題解決につなげる施策

▶ 市道停車場東口線道路整備事業

　　　　　　　　　　　　　　  ３億６,４９０万円

▶ 道路維持事業 　　　 　　 　 １億３,０００万円

▶ 高齢者「おでかけ」促進事業 　　　　２００万円

▶ 乗り [逢い ]交通事業　　  　 　　　１９０万円

参加者の 「やってみたい」 を実現するプロモーション会議

Pick Up その他事業 ( 以下一部抜粋 )

起業・事業承継を支援

▶ 創業・事業承継支援補助事業　　 ２００万円

▶ ＩＴ起業家支援事業　　　　　　 ２００万円

事業承継に必要な初期経費への補助を継続す

るほか、ＩＴ関連の起業支援を行い、起業する方

の不安や後継者不足の解消を目指します。

若者の地元定着・結婚支援

▶ 結婚新生活支援事業　　　　　１,０８０万円

▶ アベイバプロジェクト　　　　　 ９６０万円

　イベントやサークル活動を通じた出会いの場

の創出「アベイバプロジェクト」を地域おこし

協力隊と共に展開・継続するほか、経済的不安

を持つカップルの結婚を支援します。

１．地元産業振興による経済活性化と

　　若者定着担い手育成

１．地元産業振興による経済活性化と

　　若者定着担い手育成

▶ 森林経営管理事業　 　　　 　２億   ３７０万円

▶ 市道一番堰薬師堂線整備事業　１億３,１００万円

▶ 水産物供給基盤機能保全事業　１億　 　３０万円

▶ 担い手確保・省力化支援事業　　　　 ５００万円

アベイバプロジェクトでは、 若者同士の交流を促進

新年度の主な事業「６つの重点施策」

種を蒔き、
大きく花を咲かせる一年に
種を蒔き、
大きく花を咲かせる一年に

ま

［予算額　19億9,100万円］

［予算額　11億300万円］

▶森林経営管理事業 ２億 １０万円
▶森林経営管理事業 ２億 １０万円

：新規事業：新規事業※※
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▶ ナリワイづくり事業　　　　 　　　　９６０万円

▶ 観光ＰＲ・セールス事業　　　　　 　４９０万円

▶ スポーツ・ヘルスコミッション推進費

　　　　　　　　　　　　　　　　　１,７６０万円
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Pick Up

歴史を通じた市の魅力発信

▶ 六郷氏 ・ 岩城氏 ・ 打越氏由利本荘市

　 入部４００年記念事業　　　　　　　　　 ６８０万円

　本年は江戸時代の武将、六郷氏・岩城氏・打越

氏が現在の市内各地域に入部（領主がはじめて領

地に入ること）後、４００年目の年です。３氏の功

績を称える事業を通じて市の魅力を発信します。

関係人口拡大による経済活性化

▶ ゆりほんじょうマルシェ事業　　　 １００万円

首都圏企業や団体との連携協定を軸に、販売会

やイベントで特産品をＰＲするほか、ＳＮＳツー

ルを活用して「由利本荘」を全国に発信します。

Pick Up

デジタルを使ったサービス拡充

▶ 移動市役所事業 　 　　　　 　　  ４７０万円

▶ デジタルデバイド解消事業

　移動手段の限られている方が市役所などに来庁

することなく行政サービスを受けられる「移動市

役所」や高齢者が対象のスマホ相談会などを行い、

市民の皆さまの利便性向上を図ります。

地球温暖化対策の取り組み

▶ 公共施設の照明ＬＥＤ化事業　  ７,９１０万円

地球温暖化の原因とされる二酸化炭素などの

温室効果ガスの排出を抑制するため、ＬＥＤ照明

を公共施設へ取り付けます。

▶ ふるさとさくら基金費　　　　９億５,６３０万円

▶ 新ごみ処理施設整備事業　　　２億６,７７０万円

▶ 防災行政無線更新事業　　　　　　４,９００万円

」要約

Pick Up

ＩＣＴ教育（ＧＩＧＡスクール構想の推進）

▶ ゆりほんＩＣＴ子供の学び

　アップデートプラン　　　　 　２,０２０万円

　県立大学や企業と協力する「産学官連携」を通

じて、タブレットなどのＩＣＴ機器を利用したプ

ログラミングやタイピングの講座を拡充。子ども

たちの情報活用能力の向上を目指します。

妊娠から出産・子育てまで支える

妊娠から出産・子育てまでを一貫して支える

伴走型相談支援と経済的支援を行い、安心して

子どもを産み、育てられる環境を整備します。

▶ 矢島小学校改築事業　　　　１６億２,６９０万円

▶ 民俗芸能・伝統芸能の伝承活動支援事業

 　　　　　　　　１０１万円

本海獅子舞番楽など文化財の次世代継承も支援します

新年度の主な事業「６つの重点施策新年度の主な事業「６つの重点施策」

介護予防など高齢者福祉の充実にも取り組みます

移動市役所では車内で住民票の取得などができます

全国各地の店舗で物販を通じた特産品のＰＲも実施中です

６．アナログも大事にしつつＩＴ技術を最大限活用した

　　全世界への市の魅力発信

５．行財政改革の徹底と効率的な行財政運営

４．全ての世代が健康に生き生きと暮らすため
　　必要な支援を受けられる
　　医療と介護の連携強化

３．未来を切り拓く子どもを地域社会全体で

　　健やかに育てる施策

１８０万円

Pick Up

心と体の健康保持

▶ 住民検診事業　　　　　　　  ２,６７０万円

相談体制の充実

▶ 重層的支援体制整備事業　　　　 ３１０万円

　複雑・多様化した福祉問題に対応するため、

医療・福祉などの関係機関や地域資源を結んだ

ネットワークを構築するなど、包括的かつ継続

的な支援体制の深化を目指します。

▶ 南部地域包括支援センター運営事業業務委託

 　　　 　　　　１,７００万円

▶ 敬老事業　　　　　　　　  　 　　　９００万円
▶ 地域自殺対策強化事業　　　　　 ２９０万円

［予算額　83億9,000万円］［予算額　15億9,000万円］

［予算額　5億5,000万円］
［予算額　39億2,500万円］

その他事業 ( 以下一部抜粋 )

その他事業 ( 以下一部抜粋 )

▶森林経営管理事業 ２億

▶ 出産･子育て応援交付金給付事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３,８７０万円

▶森林経営管理事業 ２億 １０万円

その他事業 ( 以下一部抜粋 )

その他事業 ( 以下一部抜粋 )

▶森林経営管理事業 ２億 １０万円
▶森林経営管理事業 ２億 １０万円▶森林経営管理事業 ２億 １０万円

▶森林経営管理事業 ２億 １０万円

▶森林経営管理事業 ２億 １０万円

▶森林経営管理事業 ２億 １０万円

▶ 外貨獲得加速化推進事業　　　 ９５７万円

▶ 鳥海山木のおもちゃ館開館５周年記念事業

 　　　　　　　　７２０万円

▶森林経営管理事業 ２億

うてち



▶ ナリワイづくり事業　　　　 　　　　９６０万円

▶ 観光ＰＲ・セールス事業　　　　　 　４９０万円

▶ スポーツ・ヘルスコミッション推進費

　　　　　　　　　　　　　　　　　１,７６０万円
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Pick Up

歴史を通じた市の魅力発信
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移動市役所では車内で住民票の取得などができます

全国各地の店舗で物販を通じた特産品のＰＲも実施中です

６．アナログも大事にしつつＩＴ技術を最大限活用した
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５．行財政改革の徹底と効率的な行財政運営

４．全ての世代が健康に生き生きと暮らすため
　　必要な支援を受けられる
　　医療と介護の連携強化

３．未来を切り拓く子どもを地域社会全体で

　　健やかに育てる施策

１８０万円
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心と体の健康保持

▶ 住民検診事業　　　　　　　  ２,６７０万円

相談体制の充実

▶ 重層的支援体制整備事業　　　　 ３１０万円

　複雑・多様化した福祉問題に対応するため、

医療・福祉などの関係機関や地域資源を結んだ

ネットワークを構築するなど、包括的かつ継続

的な支援体制の深化を目指します。

▶ 南部地域包括支援センター運営事業業務委託

 　　　 　　　　１,７００万円

▶ 敬老事業　　　　　　　　  　 　　　９００万円
▶ 地域自殺対策強化事業　　　　　 ２９０万円

［予算額　83億9,000万円］［予算額　15億9,000万円］

［予算額　5億5,000万円］
［予算額　39億2,500万円］

その他事業 ( 以下一部抜粋 )
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▶森林経営管理事業 ２億

▶ 出産･子育て応援交付金給付事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３,８７０万円

▶森林経営管理事業 ２億 １０万円
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令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

由
利
本
荘
市
の
教
育

ふるさと愛と創造性に
満ちあふれた未来へ

　秋山教育長は市議会定例会で「教育
方針」を述べ、新年度の教育行政の目
標や方針を説明しました。その要点に
ついてご紹介します。
問  教育総務課　☎３２―１３０４

　
本
市
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
共
生
・
躍

動
・
自
立
の
３
つ
の
視
点
を
基
底
に
据
え
、
本
市
教
育
の

基
本
方
針
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
愛
に
満
ち
創
造
性
あ
ふ
れ

る
ひ
と
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち

の
未
来
と
本
市
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
市
の
一
体
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
到
来
す
る
新
た
な
未
来

社
会
の
急
速
な
変
化
に
対
応
す
る
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い

教
育
行
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
少
子
化
、
多
様
化
、
人
口
減
少
な
ど
の
社
会
変
化

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
従
来
の
仕
組
み
や
枠
組
み

を
超
え
た
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
で
、
学
校
教
育
や
社

会
教
育
に
お
い
て
新
た
な
学
び
の
姿
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
取
り
組
む
べ
き

重
要
な
事
項
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
市
全
体
で
展
開
す
る
６
つ
の
重
点
施
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
る
「
未
来
を
切
り
開
く
子
ど
も
を

地
域
社
会
全
体
で
健
や
か
に
育
て
る
取
り
組
み
」
と
し
て
、

市
長
と
教
育
委
員
に
よ
る
総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
、
教

育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
教
育

の
進
む
べ
き
方
向
性
を
共
有
し
「
教
育
の
振
興
に
関
す
る

施
策
の
大
綱
」
を
柱
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
力

強
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○児童生徒の能力を個々で伸ばす「個別最適な学

　び」と、個性を学習集団の中で磨く「協働的な

　学び」の一体的な充実

○県立大学生をＩＣＴ支援員として小中学校へ派

　遣し、授業で生徒や教職員を支援

○学校・保護者・地域・行政などと連携した「地

　域力を生かした学校づくり」「学校力を生かし

　た地域づくり」を推進

○多様性を認めて寄り添い合う、温かい人間関係

　に支えられた学校生活のための居場所づくり、

　絆づくり

学校教育

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
｟
県
立
大
学
生
｠

に
よ
る
授
業
支
援

○市内小中学校体育館などの照明ＬＥＤ化の推進

○新山小改築事業は既存校舎の一部解体を進め、

　管理・特別教室棟の建築に着手

○矢島小移転改築事業は校舎と体育館の建築に着

　手

○本荘地域小学校は本荘南・東中学校区でそれぞ

　れ１校に統合し、令和８年４月の２校同時開校

　を目指す（詳細は12㌻参照）

教育環境の整備

昨
年
９
月
末
に
完
成
し
た

新
山
小
の
普
通
教
室
棟

○市民の学習ニーズの把握に努め、デジタル化な

　ど社会の変化に対応した幅広い内容の充実

○市ホームページなどによる各種講座の情報発信

　強化と、生涯学習奨励員と連携した「学習の場」

　の継続開設

○市民が積極的にまちづくりへ関わろうとする取

　り組みを進め、市民と行政の協働活動による現

　代的課題の解決へ

生涯学習・社会教育の推進

学
校
給
食
や
食
育
に
つ
い
て

学
ん
だ
「
大
人
の
登
校
日
」

○六郷氏・岩城氏・打越氏 由利本荘市入部４０

　０年記念事業の一環として、史跡などへの案内

　看板を整備

○関連文化財の展示や

　各種体験活動の実施

　と、学んで楽しむ機

　会を通した積極的な

　本市の魅力発信

○各郷土資料館で企画

　展を開催し本市の歴

　史と文化を広く紹介

入部４００年記念事業

○二次元コードリーダーを用いた出退勤時間の見

　える化と、プリペイド携帯電話による休日夜間

　連絡の管理職への一元化

○部活動の地域移行に向けた総括コーディネータ

　ーを配置し、関係機関や団体との協議や調査を

　実施

○三つの教育機関を統合して「市教育支援センタ

　ー」を設置し、指導員が連携することで生徒や

　教職員を包括的に支援

教職員の働き方改革

○中央図書館と各地域図書施設がネットワークシ

　ステムを活用し、市民のニーズに適した資料を

　選定して提供

○中央図書館・岩城図書館・由利図書館・出羽伝

　承館の４館では図書の貸し出しにマイナンバー

　カードを活用

○市民の学習意欲や児童生徒の読書意欲の向上に

　有効な「調べる学習コンクール」「高橋宏幸賞

　感想文・感想画コンクール」を継続開催

読書活動の推進

子
育
て
サ
ー
ク
ル
と
連
携
し
た

読
み
聞
か
せ
活
動

○市内の貴重な遺産の新たな指定や登録を視野に

　入れた調査や、市有形文化財「遠藤家住宅」の

　かやぶき屋根修繕などの実施

○まいーれなどでの民俗芸能の公開や保存伝承活

　動の支援と、小中学生をはじめとした継承意欲

　のある若者の育成

○本荘郷土資料館の老

　朽化と将来を見据え、

　新たな歴史文化拠点

　施設について調査と

　研究

文化財保護

長谷寺大仏殿での防火訓練

事業の公式ロゴマーク

　さまざな施策を展開しながら教

育行政の推進に努め、市長部局と

の連携をこれまで以上に強化し、

本市教育の基本目標である『ふる

さと愛に満ち創造性あふれるひと

づくり』に努めてまいります。

おわりに

由利本荘市教育長

秋山　正毅

全文は

こちらから

▼

広報ＩＤ

１００７７４１
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教
育

ふるさと愛と創造性に
満ちあふれた未来へ

　秋山教育長は市議会定例会で「教育
方針」を述べ、新年度の教育行政の目
標や方針を説明しました。その要点に
ついてご紹介します。
問  教育総務課　☎３２―１３０４

　
本
市
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
共
生
・
躍

動
・
自
立
の
３
つ
の
視
点
を
基
底
に
据
え
、
本
市
教
育
の

基
本
方
針
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
愛
に
満
ち
創
造
性
あ
ふ
れ

る
ひ
と
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち

の
未
来
と
本
市
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
市
の
一
体
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
到
来
す
る
新
た
な
未
来

社
会
の
急
速
な
変
化
に
対
応
す
る
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い

教
育
行
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
少
子
化
、
多
様
化
、
人
口
減
少
な
ど
の
社
会
変
化

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
従
来
の
仕
組
み
や
枠
組
み

を
超
え
た
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
で
、
学
校
教
育
や
社

会
教
育
に
お
い
て
新
た
な
学
び
の
姿
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
取
り
組
む
べ
き

重
要
な
事
項
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
市
全
体
で
展
開
す
る
６
つ
の
重
点
施
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
る
「
未
来
を
切
り
開
く
子
ど
も
を

地
域
社
会
全
体
で
健
や
か
に
育
て
る
取
り
組
み
」
と
し
て
、

市
長
と
教
育
委
員
に
よ
る
総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
、
教

育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
教
育

の
進
む
べ
き
方
向
性
を
共
有
し
「
教
育
の
振
興
に
関
す
る

施
策
の
大
綱
」
を
柱
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
力

強
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○児童生徒の能力を個々で伸ばす「個別最適な学

　び」と、個性を学習集団の中で磨く「協働的な

　学び」の一体的な充実

○県立大学生をＩＣＴ支援員として小中学校へ派

　遣し、授業で生徒や教職員を支援

○学校・保護者・地域・行政などと連携した「地

　域力を生かした学校づくり」「学校力を生かし

　た地域づくり」を推進

○多様性を認めて寄り添い合う、温かい人間関係

　に支えられた学校生活のための居場所づくり、

　絆づくり

学校教育

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
｟
県
立
大
学
生
｠

に
よ
る
授
業
支
援

○市内小中学校体育館などの照明ＬＥＤ化の推進

○新山小改築事業は既存校舎の一部解体を進め、

　管理・特別教室棟の建築に着手

○矢島小移転改築事業は校舎と体育館の建築に着

　手

○本荘地域小学校は本荘南・東中学校区でそれぞ

　れ１校に統合し、令和８年４月の２校同時開校

　を目指す（詳細は12㌻参照）

教育環境の整備

昨
年
９
月
末
に
完
成
し
た

新
山
小
の
普
通
教
室
棟

○市民の学習ニーズの把握に努め、デジタル化な

　ど社会の変化に対応した幅広い内容の充実

○市ホームページなどによる各種講座の情報発信

　強化と、生涯学習奨励員と連携した「学習の場」

　の継続開設

○市民が積極的にまちづくりへ関わろうとする取

　り組みを進め、市民と行政の協働活動による現

　代的課題の解決へ

生涯学習・社会教育の推進

学
校
給
食
や
食
育
に
つ
い
て

学
ん
だ
「
大
人
の
登
校
日
」

○六郷氏・岩城氏・打越氏 由利本荘市入部４０

　０年記念事業の一環として、史跡などへの案内

　看板を整備

○関連文化財の展示や

　各種体験活動の実施

　と、学んで楽しむ機

　会を通した積極的な

　本市の魅力発信

○各郷土資料館で企画

　展を開催し本市の歴

　史と文化を広く紹介

入部４００年記念事業

○二次元コードリーダーを用いた出退勤時間の見

　える化と、プリペイド携帯電話による休日夜間

　連絡の管理職への一元化

○部活動の地域移行に向けた総括コーディネータ

　ーを配置し、関係機関や団体との協議や調査を

　実施

○三つの教育機関を統合して「市教育支援センタ

　ー」を設置し、指導員が連携することで生徒や

　教職員を包括的に支援

教職員の働き方改革

○中央図書館と各地域図書施設がネットワークシ

　ステムを活用し、市民のニーズに適した資料を

　選定して提供

○中央図書館・岩城図書館・由利図書館・出羽伝

　承館の４館では図書の貸し出しにマイナンバー

　カードを活用

○市民の学習意欲や児童生徒の読書意欲の向上に

　有効な「調べる学習コンクール」「高橋宏幸賞

　感想文・感想画コンクール」を継続開催

読書活動の推進

子
育
て
サ
ー
ク
ル
と
連
携
し
た

読
み
聞
か
せ
活
動

○市内の貴重な遺産の新たな指定や登録を視野に

　入れた調査や、市有形文化財「遠藤家住宅」の

　かやぶき屋根修繕などの実施

○まいーれなどでの民俗芸能の公開や保存伝承活

　動の支援と、小中学生をはじめとした継承意欲

　のある若者の育成

○本荘郷土資料館の老

　朽化と将来を見据え、

　新たな歴史文化拠点

　施設について調査と

　研究

文化財保護

長谷寺大仏殿での防火訓練

事業の公式ロゴマーク

　さまざな施策を展開しながら教

育行政の推進に努め、市長部局と

の連携をこれまで以上に強化し、

本市教育の基本目標である『ふる

さと愛に満ち創造性あふれるひと

づくり』に努めてまいります。

おわりに

由利本荘市教育長

秋山　正毅

全文は

こちらから

▼

広報ＩＤ

１００７７４１

Yurihonjo city public Relations. 20237 令和５年４月１日号　広報ゆりほんじょう 6



湊

　貴 

信 

市
長

佐
々
木 

司 

副
市
長

Yurihonjo city public Relations. 20239 令和５年４月１日号　広報ゆりほんじょう 8

１  

異
動
の
規
模
な
ど

令
和
５
年
度
当
初
職
員
数 

９
７
２
人

　
｟
行
政
職
７
７
９
人
、
消
防
職
１
９
３
人
｠

　
前
年
同
期
比
３
人
増

　
｟
行
政
職
１
人
増
、
消
防
職
２
人
増
｠

異
動
対
象
者
数 

４
８
９
人

　
｟
行
政
職
３
７
６
人
、
消
防
職
１
１
３
人
｠

　
前
年
比
76
人
減

　
｟
行
政
職
78
人
減
、
消
防
職
２
人
増
｠

※

以
下
、
異
動
対
象
者
数
に
含
む
。

退
職
者
数
（
３
月
31
日
付
）

　
　
早
期
退
職
者
を
含
め 

38
人

　
｟
行
政
職
35
人
、
消
防
職
３
人
｠

　
う
ち
部
長
級
10
人

　
｟
行
政
職
８
人
、
消
防
職
２
人
｠

再
任
用
退
職
者
数 

７
人

　
｟
行
政
職
７
人
｠

新
採
用
職
員
数 

31
人

　
｟
行
政
職
28
人
、
消
防
職
３
人
｠

　
前
年
比
４
人
増

　
｟
行
政
職
３
人
増
、
消
防
職
１
人
増
｠

再
任
用
採
用
職
員
数 

22
人

　
｟
行
政
職
20
人
、
消
防
職
２
人
｠

2  

異
動
方
針
お
よ
び

　
　
　
　人
員
配
置
の
ポ
イ
ン
ト

⑴
防
災
・
減
災
を
含
め
た
災
害
対
応
の
さ

　
ら
な
る
強
化
の
た
め
、
危
機
管
理
監
に

　
自
衛
隊
出
身
者
を
配
置
す
る
。

⑵
市
有
財
産
の
活
用
を
図
る
た
め
、
総
務

　
部
管
財
課
に
担
当
職
員
を
配
置
す
る
。

⑶
総
務
部
行
政
改
革
推
進
課
に
職
員
を
増
員

　
し
、
市
の
Ｄ
Ｘ
を
強
力
に
推
進
す
る
。

⑷
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を

　
指
定
管
理
に
移
行
す
る
と
と
も
に
、
企

　
画
振
興
部
情
報
政
策
課
に
担
当
を
配
置

　
し
、
市
と
指
定
管
理
者
の
連
携
を
図
る
。

⑸
市
民
生
活
部
市
民
課
に
移
動
市
役
所
担

　
当
を
新
た
に
配
置
し
、
き
め
細
や
か
な

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

⑹
健
康
福
祉
部
健
康
づ
く
り
課
新
型
コ
ロ

　
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
の

　
体
制
を
維
持
し
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　
イ
ル
ス
対
策
に
対
応
し
迅
速
に
取
り
組

　
ん
で
い
く
。

⑺
健
康
福
祉
部
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
タ
ー
の
運
営
を
業
務
委
託
に
移
行
す

　
る
。

⑻
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
観
光
振
興
課
に

　
職
員
を
増
員
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
事

　
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と

　
と
も
に
、
観
光
事
業
に
よ
る
市
の
に
ぎ

　
わ
い
創
出
を
図
る
。

⑼
総
合
支
所
産
業
建
設
課
建
設
班
所
管
の  

　
契
約
関
係
業
務
を
建
設
部
建
設
管
理
課

　
に
集
約
し
一
元
的
な
契
約
管
理
を
行
う

　
と
と
も
に
、
若
手
技
術
職
員
を
配
置
し
、

　
広
く
設
計
や
発
注
の
業
務
を
担
う
こ
と

　
で
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
る
。

⑽
引
き
続
き
、
職
員
を
国
や
県
、Ｊ
Ｒ
な

　
ど
各
方
面
に
研
修
派
遣
し
、
新
た
な
学

　
び
の
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
さ
ら
な
る
資
質
向
上
を
目
指
す
。

令
和
５
年
度  

由
利
本
荘
市
人
事
異
動 

の
概
要

異
動

総務部長

小川裕之
企画振興部長

阿部　徹
市民生活部長

熊谷信幸
健康福祉部長

小松　等
産業振興部長

齋藤喜紀
観光文化
スポーツ部長

髙橋重保

大内総合支所長

佐々木進一
東由利総合支所長

小松達也
西目総合支所長

今野和司
鳥海総合支所長

玉米定之
議会事務局長

鎌田直人
選挙管理委員会
事務局長

工藤英也

監査委員事務局長

田口陽一
農業委員会
事務局長

佐藤英樹

建設部長

五十嵐保
矢島総合支所長

相庭裕之
岩城総合支所長

齋藤　徹
由利総合支所長

田中順子

教育委員会
教育次長

木内卓朗

企業局長

小番竜太郎
消 防 長

佐藤英樹

三
森

　

 

隆 

副
市
長市 長

副市長

秋
山

　正
毅 

教
育
長

三
浦

　

 

守 

企
業
管
理
者

広報〈号外・人事異動〉別刷りもご覧ください

◆次長・課長～新採用、３月31日付退職者については、
　別刷りの「広報ゆりほんじょう号外・市職員人事異
　動一覧」をご覧ください。

総　務　部企画振興部市民生活部健康福祉部産業振興部観光文化
スポーツ部

建　設　部総 合 支 所

教育委員会議　　会

選挙管理
委員会

監査委員

農業委員会

消防本部

総　務　課

財　政　課

秘　書　課

管　財　課

契約検査課

危機管理課

行政改革推進課

税　務　課

収　納　課

総合政策課

地域づくり推進課

移住支援課

情報政策課

広報広聴課

市　民　課

市民窓口センター

生活環境課

清掃事業所

健康づくり課

福祉支援課

こども未来課

長寿生きがい課

地域包括
支援センター

福
祉
事
務
所

農業振興課

農山漁村振興課

商工振興課

エネルギー政策課

観光振興課

まるごと
売り込み課

文化・
スポーツ課

建設管理課

都市計画課

建築住宅課

市民サービス課

産業建設課

鳥海診療所

笹子診療所

会

　計

　課

教育長

事　務　局 教 育 機 関

教育総務課

学校教育課

生涯学習課

各地域教育学習課

事　務　局

事　務　局

事　務　局

企業管理者

管　理　課

営　業　課

水　道　課

下 水 道 課

ガ　ス　課

鳥海・矢島上下水道事務所

岩城上下水道事務所

大内上下水道事務所

東由利上下水道事務所

消　防　長

総　務　課

警　防　課

救　急　課

予　防　課

通信指令課

由利本荘市消防署

分　　署

事　務　局
本市の機構 各部・各課の配置図

（4月1日付）

市職員人事
〈4月1日付〉
◆部長級

企　業　局
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２
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９
３
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９
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３
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78
人
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、
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人
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以
下
、
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動
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者
数
に
含
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。

退
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数
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）
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を
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人
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35
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人
｠

　
う
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級
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再
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３
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異
動
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針
お
よ
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の
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イ
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ト

⑴
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災
・
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た
災
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対
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の
さ

　
ら
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の
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め
、
危
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に

　
自
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出
身
者
を
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る
。
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有
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の
活
用
を
図
る
た
め
、
総
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管
財
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に
担
当
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を
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る
。
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に
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を
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し
、
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の
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Ｘ
を
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に
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進
す
る
。

⑷
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テ
レ
ビ
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ー
の
運
営
を

　
指
定
管
理
に
移
行
す
る
と
と
も
に
、
企

　
画
振
興
部
情
報
政
策
課
に
担
当
を
配
置

　
し
、
市
と
指
定
管
理
者
の
連
携
を
図
る
。

⑸
市
民
生
活
部
市
民
課
に
移
動
市
役
所
担

　
当
を
新
た
に
配
置
し
、
き
め
細
や
か
な

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

⑹
健
康
福
祉
部
健
康
づ
く
り
課
新
型
コ
ロ

　
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
の

　
体
制
を
維
持
し
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　
イ
ル
ス
対
策
に
対
応
し
迅
速
に
取
り
組

　
ん
で
い
く
。

⑺
健
康
福
祉
部
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
タ
ー
の
運
営
を
業
務
委
託
に
移
行
す

　
る
。

⑻
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
観
光
振
興
課
に

　
職
員
を
増
員
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
事

　
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と

　
と
も
に
、
観
光
事
業
に
よ
る
市
の
に
ぎ

　
わ
い
創
出
を
図
る
。

⑼
総
合
支
所
産
業
建
設
課
建
設
班
所
管
の  

　
契
約
関
係
業
務
を
建
設
部
建
設
管
理
課

　
に
集
約
し
一
元
的
な
契
約
管
理
を
行
う

　
と
と
も
に
、
若
手
技
術
職
員
を
配
置
し
、

　
広
く
設
計
や
発
注
の
業
務
を
担
う
こ
と

　
で
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
る
。

⑽
引
き
続
き
、
職
員
を
国
や
県
、Ｊ
Ｒ
な

　
ど
各
方
面
に
研
修
派
遣
し
、
新
た
な
学

　
び
の
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
さ
ら
な
る
資
質
向
上
を
目
指
す
。

令
和
５
年
度  

由
利
本
荘
市
人
事
異
動 

の
概
要

異
動

総務部長

小川裕之
企画振興部長

阿部　徹
市民生活部長

熊谷信幸
健康福祉部長

小松　等
産業振興部長

齋藤喜紀
観光文化
スポーツ部長

髙橋重保

大内総合支所長

佐々木進一
東由利総合支所長

小松達也
西目総合支所長

今野和司
鳥海総合支所長

玉米定之
議会事務局長

鎌田直人
選挙管理委員会
事務局長

工藤英也

監査委員事務局長

田口陽一
農業委員会
事務局長

佐藤英樹

建設部長

五十嵐保
矢島総合支所長

相庭裕之
岩城総合支所長

齋藤　徹
由利総合支所長

田中順子

教育委員会
教育次長

木内卓朗

企業局長

小番竜太郎
消 防 長

佐藤英樹

三
森

　

 

隆 

副
市
長市 長

副市長

秋
山

　正
毅 

教
育
長

三
浦

　

 

守 

企
業
管
理
者

広報〈号外・人事異動〉別刷りもご覧ください

◆次長・課長～新採用、３月31日付退職者については、
　別刷りの「広報ゆりほんじょう号外・市職員人事異
　動一覧」をご覧ください。

総　務　部企画振興部市民生活部健康福祉部産業振興部観光文化
スポーツ部

建　設　部総 合 支 所

教育委員会議　　会

選挙管理
委員会

監査委員

農業委員会

消防本部

総　務　課

財　政　課

秘　書　課

管　財　課

契約検査課

危機管理課

行政改革推進課

税　務　課

収　納　課

総合政策課

地域づくり推進課

移住支援課

情報政策課

広報広聴課

市　民　課

市民窓口センター

生活環境課

清掃事業所

健康づくり課

福祉支援課

こども未来課

長寿生きがい課

地域包括
支援センター

福
祉
事
務
所

農業振興課

農山漁村振興課

商工振興課

エネルギー政策課

観光振興課

まるごと
売り込み課

文化・
スポーツ課

建設管理課

都市計画課

建築住宅課

市民サービス課

産業建設課

鳥海診療所

笹子診療所

会

　計

　課

教育長

事　務　局 教 育 機 関

教育総務課

学校教育課

生涯学習課

各地域教育学習課

事　務　局

事　務　局

事　務　局

企業管理者

管　理　課

営　業　課

水　道　課

下 水 道 課

ガ　ス　課

鳥海・矢島上下水道事務所

岩城上下水道事務所

大内上下水道事務所

東由利上下水道事務所

消　防　長

総　務　課

警　防　課

救　急　課

予　防　課

通信指令課

由利本荘市消防署

分　　署

事　務　局
本市の機構 各部・各課の配置図

（4月1日付）

市職員人事
〈4月1日付〉
◆部長級

企　業　局
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３
月
11
日
、
市
内
10
中
学
校

で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
卒
業
生
は
５
９
０
人
。

式
典
中
の
状
況
に
応
じ
た
マ
ス

ク
の
取
り
外
し
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
３
年
ぶ
り
に
素

顔
で
自
然
な
表
情
が
あ
ふ
れ
た

式
と
な
り
ま
し
た
。
卒
業
生
ら

は
恩
師
や
友
人
、
学
び
や
に
笑

顔
で
別
れ
を
告
げ
、
新
た
な
る

旅
立
ち
を
誓
い
ま
し
た
。
本
荘

南
・
岩
城
中
学
校
の
写
真
を
お

届
け
し
ま
す
。

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

５
９
０
人
巣
立
つ

市
内
中
学
校
卒
業
式

　
昨
年
10
月
に
北
東
北
支
部
大

会
で
優
勝
し
た
硬
式
野
球
ク
ラ

ブ
「
秋
田
ヤ
ン
グ
ポ
ニ
ー
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」
が
、
11
月

に
行
わ
れ
た
北
海
道
代
表
と
の

代
表
決
定
戦
に
も
勝
利
し
、
７

年
ぶ
り
２
回
目
の
「
エ
ス
プ
ラ

ン
ナ
ー
カ
ッ
プ
　
第
７
回
全
日

本
選
抜
中
学
硬
式
野
球
大
会

｟
３
月
25
日
～
27
日
・
沖
縄

県
｠
」
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
３
月
３
日
、
代
表
と
監
督
、

本
荘
東
中
２
年
の
尾
留
川
歩
和

さ
ん
、
猪
股
直
さ
ん
、
伊
藤
丈

一
郎
さ
ん
と
同
１
年
の
佐
藤
将

さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
「
い
い

報
告
が
で
き
る
よ
う
、
勝
利
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
ポ
ニ
ー
リ
ー
グ
は
軟
式
球
を

使
用
す
る
中
学
の
部
活
動
と
両

立
す
る
こ
と
が
で
き
、
同
チ
ー

ム
は
週
に
１
回
、
水
林
球
場
な

ど
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

秋
田
ヤ
ン
グ
ポ
ニ
ー
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

北
海
道
・
北
東
北
代
表
で
全
国
大
会
へ

市長のつぶやき日記 市長の湊です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

　
由
利
本
荘
市
歩
こ
う
会

の
創
立
30
周
年
記
念
式
典

に
出
席
し
ま
し
た
。

　
現
代
人
の
運
動
不
足
が

叫
ば
れ
る
な
か
、
最
近
で

は
手
軽
に
始
め
る
こ
と
が

で
き
る
有
酸
素
運
動
と
し

て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
注
目

さ
れ
、
多
く
の
方
が
親
し

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
健
康
づ
く
り
の

模
範
と
な
る
活
動
を
長
き

に
わ
た
り
続
け
て
こ
ら
れ

た
会
員
の
皆
さ
ま
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。
30
周
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
お
も
ち
ゃ
列
車
が
こ
の

た
び
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
の
支
援
を
受
け
、
レ

ス
ト
ラ
ン
列
車
と
し
て
も

活
用
で
き
る
よ
う
改
修
さ

れ
、
本
日
の
試
乗
に
あ
わ

せ
イ
タ
リ
ア
ン
コ
ー
ス
料

理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
車
両
は
お
も
ち
ゃ
列
車

と
し
て
こ
れ
ま
で
ど
お
り

１
日
２
往
復
運
行
さ
れ
る

ほ
か
、
５
月
か
ら
は
月
に

１
回
レ
ス
ト
ラ
ン
列
車
と

し
て
も
運
行
さ
れ
る
予
定

で
す
。

２月26日㈰投稿　由利本荘市歩こう会

　　　　　　　　創立30周年記念式典

３月11日㈯投稿　由利高原鉄道㈱

　　　　　　　　おもちゃ列車リニューアル

雪
の
降
る
中
で
も
多
く
の
来
場
客

や
し
ま
冬
ま
つ
り
　
３
年
ぶ
り
の
に
ぎ
わ
い

　
２
月
25
日
、
矢
島
駅
周
辺
で

「
や
し
ま
冬
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
近
年
は
中
止
や
縮

小
開
催
が
続
い
た
た
め
、
３
年

ぶ
り
の
通
常
開
催
。
　

　
例
年
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う

地
域
の
酒
蔵
開
放
や
限
定
酒
販

売
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
、
郷
土

芸
能
の
「
鳥
海
前
ノ
沢
太
鼓
」

や
雪
の
斜
面
を
子
ど
も
た
ち
が

滑
る
「
ジ
ャ
ン
ボ
滑
り
台
」
、

雪
上
レ
ス
リ
ン
グ
、
雪
合
戦
な

ど
、
幅
広
い
年
代
が
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
竹
筒
ご
と
温
め

た
熱
か
ん
を
楽
し
む
カ
ッ
ポ
酒

や
友
好
都
市
・
丸
亀
市
名
物
の

ゆ
で
た
て
讃
岐
う
ど
ん
な
ど
の

屋
台
が
立
ち
並
び
、
し
ん
し
ん

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
意
気
込
み
を
伝
え
る

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
、
岩
瀬
社
長
が
表
敬
訪
問

　
３
月
12
日
と
19
日
、
秋
田
市

で
行
わ
れ
る
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を

前
に
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
の

岩
瀬
浩
介
社
長
が
３
月
10
日
、

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
岩
瀬
社
長
は
「
主
要
メ
ン
バ

ー
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
っ
た
が
、

新
メ
ン
バ
ー
と
共
に
一
丸
と
な

っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

試
合
や
今
後
へ
の
意
気
込
み
を

話
し
ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
か
ら
は
、
市
長
へ

ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
寄
贈
が
あ
っ
た

ほ
か
、
19
日
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

に
は
由
利
本
荘
市
民
２
０
０
人

が
無
料
で
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

と
雪
の
降
る
中
、
大
勢
の
来
場

者
が
熱
々
グ
ル
メ
で
冷
え
た
体

を
温
め
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
も
携
わ
っ

た
柴
田
睦
さ
ん
｟
29
歳
・
秋
田

市
｠
は
「
お
い
し
い
食
べ
物
や

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
め
る
最
高
の

催
し
で
す
」
と
朗
ら
か
に
話
し

ま
し
た
。
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贈られたユニホームを着た湊市長と岩瀬社長

◆市長の動き（２月分）
2月1日㈬

2日㈭

3日㈮
4日㈯

6日㈪

7日㈫

9日㈭

10日㈮

11日㈯

13日㈪

15日㈬

17日㈮

18日㈯

20日㈪

21日㈫

22日㈬

23日㈭

24日㈮

26日㈰

◆市長交際費執行状況
（1）弔　事

件　　　　　数
2　件 73,000合　計

支出額
（円）

北前船寄港地フォーラム in 沖縄 歓迎交流前夜祭・レセプション会費
北前船寄港地フォーラム in 沖縄 参加時特産品お土産
矢島地域行政協力員連絡協議会懇親会会費
市優良技能者表彰式祝賀会会費
蓼沼町内市政懇談会懇親会へ寸志（○代三森副市長）
県情報産業協会 新春賀詞交歓会会費
岩城建設技能組合総会懇親会会費
本荘由利リトルシニア創立１０周年記念祝賀会会費（○代観光文化スポーツ部長）
県市町村総合事務組合議会懇親会会費
造林コンクール表彰授与式・林業講演会懇親会へ寸志（○代農山漁村振興課長）
西部地区懇談会懇親会会費
岩城法人経営者協会・市商工会岩城支所 新春講演会交流会会費
秋田ニューバイオファーム農産物加工施設 竣工祝賀会会費
前郷駅愛好会総会懇親会へ寸志（○代由利市民サービス課長）
市歩こう会創立３０周年記念祝賀会会費

2月 2 日

2月 6 日
2月 7 日
2月 8 日
2月 9 日
2月10日
2月11日
2月13日
2月16日
2月18日
2月22日
2月23日
2月25日
2月26日
合　計 

（2）会費等

副市長交際費執行状況

19,000
18,050
3,000
7,000
5,775
6,000
5,000
10,000
5,000
3,850
2,000
3,000
10,000
3,850
5,000

106,525

矢島地域行政協力員連絡協議会懇親会会費（三森副市長出席）
市優良技能者表彰式祝賀会会費（佐々木副市長出席）
市歩こう会創立３０周年記念祝賀会会費（三森副市長出席）

2月 6 日
2月 7 日
2月26日
合　計 

3,000
7,000
5,000
15,000

支　出　内　容支出日 支出額

支　出　内　容支出日 支出額

（円）

（円）

市長とのOPENトーク（岩城）
国への要望活動（東京都）
北前船寄港地フォーラムin沖縄 歓迎交流前夜祭（沖縄県）
北前船寄港地フォーラムin沖縄 開会式・レセプションなど（沖縄県）
北前船寄港地フォーラムin沖縄 エクスカーション（沖縄県）
市長とのOPENトーク（矢島）
矢島地域行政協力員連絡協議会懇親会
市長とのOPENトーク（由利）
市優良技能者表彰式・祝賀会
県情報産業協会 地域連携セミナー・新春賀詞交歓会（秋田市）
職員提案 三役表彰
岩城建設技能組合総会懇親会
市スポーツ賞表彰式
南内越地域懇談会
合同会社 FOOD GROOVE JAPAN との食に関わる
包括連携協定締結式
県市町村総合事務組合議会定例会・懇親会（秋田市）
市議会定例会本会議（開会）
小友財産区管理会
県後期高齢者医療広域連合議会 議会運営委員会・全
員協議会・定例会本会議（秋田市）
西部地区懇談会・懇親会
市長とのOPENトーク（鳥海）
新ごみ処理施設整備・運営検討委員会
子吉川圏域「大規模氾濫時の減災対策協議会」・子吉
川圏域流域治水協議会（オンライン）
子吉財産区議会定例会
西滝沢地区行政連絡協議会
岩城法人経営者協会・市商工会岩城支所 新春講演会・交流会
秋田ニューバイオファーム 農産物加工施設 竣工式・祝賀会
県国民健康保険団体連合会 国保事業功労者表彰式・
総会・理事会（秋田市）
市歩こう会創立３０周年記念式典・祝賀会

（前列左から）猪股さん、尾留川さん、湊市長、伊藤さん、
 佐藤さん（後列左から）岩井秀樹監督、阿部一之助代表

○代：代理出席

本荘南
105人

岩城
35人

在校生との
エール交換

ゆりほんテレビ
公式YouTube
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３
月
11
日
、
市
内
10
中
学
校

で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
卒
業
生
は
５
９
０
人
。

式
典
中
の
状
況
に
応
じ
た
マ
ス

ク
の
取
り
外
し
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
３
年
ぶ
り
に
素

顔
で
自
然
な
表
情
が
あ
ふ
れ
た

式
と
な
り
ま
し
た
。
卒
業
生
ら

は
恩
師
や
友
人
、
学
び
や
に
笑

顔
で
別
れ
を
告
げ
、
新
た
な
る

旅
立
ち
を
誓
い
ま
し
た
。
本
荘

南
・
岩
城
中
学
校
の
写
真
を
お

届
け
し
ま
す
。

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

５
９
０
人
巣
立
つ

市
内
中
学
校
卒
業
式

　
昨
年
10
月
に
北
東
北
支
部
大

会
で
優
勝
し
た
硬
式
野
球
ク
ラ

ブ
「
秋
田
ヤ
ン
グ
ポ
ニ
ー
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」
が
、
11
月

に
行
わ
れ
た
北
海
道
代
表
と
の

代
表
決
定
戦
に
も
勝
利
し
、
７

年
ぶ
り
２
回
目
の
「
エ
ス
プ
ラ

ン
ナ
ー
カ
ッ
プ
　
第
７
回
全
日

本
選
抜
中
学
硬
式
野
球
大
会

｟
３
月
25
日
～
27
日
・
沖
縄

県
｠
」
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
３
月
３
日
、
代
表
と
監
督
、

本
荘
東
中
２
年
の
尾
留
川
歩
和

さ
ん
、
猪
股
直
さ
ん
、
伊
藤
丈

一
郎
さ
ん
と
同
１
年
の
佐
藤
将

さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
「
い
い

報
告
が
で
き
る
よ
う
、
勝
利
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
ポ
ニ
ー
リ
ー
グ
は
軟
式
球
を

使
用
す
る
中
学
の
部
活
動
と
両

立
す
る
こ
と
が
で
き
、
同
チ
ー

ム
は
週
に
１
回
、
水
林
球
場
な

ど
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

秋
田
ヤ
ン
グ
ポ
ニ
ー
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

北
海
道
・
北
東
北
代
表
で
全
国
大
会
へ

市長のつぶやき日記 市長の湊です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

　
由
利
本
荘
市
歩
こ
う
会

の
創
立
30
周
年
記
念
式
典

に
出
席
し
ま
し
た
。

　
現
代
人
の
運
動
不
足
が

叫
ば
れ
る
な
か
、
最
近
で

は
手
軽
に
始
め
る
こ
と
が

で
き
る
有
酸
素
運
動
と
し

て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
注
目

さ
れ
、
多
く
の
方
が
親
し

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
健
康
づ
く
り
の

模
範
と
な
る
活
動
を
長
き

に
わ
た
り
続
け
て
こ
ら
れ

た
会
員
の
皆
さ
ま
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。
30
周
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
お
も
ち
ゃ
列
車
が
こ
の

た
び
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
の
支
援
を
受
け
、
レ

ス
ト
ラ
ン
列
車
と
し
て
も

活
用
で
き
る
よ
う
改
修
さ

れ
、
本
日
の
試
乗
に
あ
わ

せ
イ
タ
リ
ア
ン
コ
ー
ス
料

理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
車
両
は
お
も
ち
ゃ
列
車

と
し
て
こ
れ
ま
で
ど
お
り

１
日
２
往
復
運
行
さ
れ
る

ほ
か
、
５
月
か
ら
は
月
に

１
回
レ
ス
ト
ラ
ン
列
車
と

し
て
も
運
行
さ
れ
る
予
定

で
す
。

２月26日㈰投稿　由利本荘市歩こう会

　　　　　　　　創立30周年記念式典

３月11日㈯投稿　由利高原鉄道㈱

　　　　　　　　おもちゃ列車リニューアル

雪
の
降
る
中
で
も
多
く
の
来
場
客

や
し
ま
冬
ま
つ
り
　
３
年
ぶ
り
の
に
ぎ
わ
い

　
２
月
25
日
、
矢
島
駅
周
辺
で

「
や
し
ま
冬
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
近
年
は
中
止
や
縮

小
開
催
が
続
い
た
た
め
、
３
年

ぶ
り
の
通
常
開
催
。
　

　
例
年
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う

地
域
の
酒
蔵
開
放
や
限
定
酒
販

売
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
、
郷
土

芸
能
の
「
鳥
海
前
ノ
沢
太
鼓
」

や
雪
の
斜
面
を
子
ど
も
た
ち
が

滑
る
「
ジ
ャ
ン
ボ
滑
り
台
」
、

雪
上
レ
ス
リ
ン
グ
、
雪
合
戦
な

ど
、
幅
広
い
年
代
が
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
竹
筒
ご
と
温
め

た
熱
か
ん
を
楽
し
む
カ
ッ
ポ
酒

や
友
好
都
市
・
丸
亀
市
名
物
の

ゆ
で
た
て
讃
岐
う
ど
ん
な
ど
の

屋
台
が
立
ち
並
び
、
し
ん
し
ん

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
意
気
込
み
を
伝
え
る

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
、
岩
瀬
社
長
が
表
敬
訪
問

　
３
月
12
日
と
19
日
、
秋
田
市

で
行
わ
れ
る
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を

前
に
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
の

岩
瀬
浩
介
社
長
が
３
月
10
日
、

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
岩
瀬
社
長
は
「
主
要
メ
ン
バ

ー
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
っ
た
が
、

新
メ
ン
バ
ー
と
共
に
一
丸
と
な

っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

試
合
や
今
後
へ
の
意
気
込
み
を

話
し
ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
か
ら
は
、
市
長
へ

ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
寄
贈
が
あ
っ
た

ほ
か
、
19
日
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

に
は
由
利
本
荘
市
民
２
０
０
人

が
無
料
で
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

と
雪
の
降
る
中
、
大
勢
の
来
場

者
が
熱
々
グ
ル
メ
で
冷
え
た
体

を
温
め
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
も
携
わ
っ

た
柴
田
睦
さ
ん
｟
29
歳
・
秋
田

市
｠
は
「
お
い
し
い
食
べ
物
や

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
め
る
最
高
の

催
し
で
す
」
と
朗
ら
か
に
話
し

ま
し
た
。
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贈られたユニホームを着た湊市長と岩瀬社長

◆市長の動き（２月分）
2月1日㈬

2日㈭

3日㈮
4日㈯

6日㈪

7日㈫

9日㈭

10日㈮

11日㈯

13日㈪

15日㈬

17日㈮

18日㈯

20日㈪

21日㈫

22日㈬

23日㈭

24日㈮

26日㈰

◆市長交際費執行状況
（1）弔　事

件　　　　　数
2　件 73,000合　計

支出額
（円）

北前船寄港地フォーラム in 沖縄 歓迎交流前夜祭・レセプション会費
北前船寄港地フォーラム in 沖縄 参加時特産品お土産
矢島地域行政協力員連絡協議会懇親会会費
市優良技能者表彰式祝賀会会費
蓼沼町内市政懇談会懇親会へ寸志（○代三森副市長）
県情報産業協会 新春賀詞交歓会会費
岩城建設技能組合総会懇親会会費
本荘由利リトルシニア創立１０周年記念祝賀会会費（○代観光文化スポーツ部長）
県市町村総合事務組合議会懇親会会費
造林コンクール表彰授与式・林業講演会懇親会へ寸志（○代農山漁村振興課長）
西部地区懇談会懇親会会費
岩城法人経営者協会・市商工会岩城支所 新春講演会交流会会費
秋田ニューバイオファーム農産物加工施設 竣工祝賀会会費
前郷駅愛好会総会懇親会へ寸志（○代由利市民サービス課長）
市歩こう会創立３０周年記念祝賀会会費

2月 2 日

2月 6 日
2月 7 日
2月 8 日
2月 9 日
2月10日
2月11日
2月13日
2月16日
2月18日
2月22日
2月23日
2月25日
2月26日
合　計 

（2）会費等

副市長交際費執行状況

19,000
18,050
3,000
7,000
5,775
6,000
5,000
10,000
5,000
3,850
2,000
3,000
10,000
3,850
5,000

106,525

矢島地域行政協力員連絡協議会懇親会会費（三森副市長出席）
市優良技能者表彰式祝賀会会費（佐々木副市長出席）
市歩こう会創立３０周年記念祝賀会会費（三森副市長出席）

2月 6 日
2月 7 日
2月26日
合　計 

3,000
7,000
5,000
15,000

支　出　内　容支出日 支出額

支　出　内　容支出日 支出額

（円）

（円）

市長とのOPENトーク（岩城）
国への要望活動（東京都）
北前船寄港地フォーラムin沖縄 歓迎交流前夜祭（沖縄県）
北前船寄港地フォーラムin沖縄 開会式・レセプションなど（沖縄県）
北前船寄港地フォーラムin沖縄 エクスカーション（沖縄県）
市長とのOPENトーク（矢島）
矢島地域行政協力員連絡協議会懇親会
市長とのOPENトーク（由利）
市優良技能者表彰式・祝賀会
県情報産業協会 地域連携セミナー・新春賀詞交歓会（秋田市）
職員提案 三役表彰
岩城建設技能組合総会懇親会
市スポーツ賞表彰式
南内越地域懇談会
合同会社 FOOD GROOVE JAPAN との食に関わる
包括連携協定締結式
県市町村総合事務組合議会定例会・懇親会（秋田市）
市議会定例会本会議（開会）
小友財産区管理会
県後期高齢者医療広域連合議会 議会運営委員会・全
員協議会・定例会本会議（秋田市）
西部地区懇談会・懇親会
市長とのOPENトーク（鳥海）
新ごみ処理施設整備・運営検討委員会
子吉川圏域「大規模氾濫時の減災対策協議会」・子吉
川圏域流域治水協議会（オンライン）
子吉財産区議会定例会
西滝沢地区行政連絡協議会
岩城法人経営者協会・市商工会岩城支所 新春講演会・交流会
秋田ニューバイオファーム 農産物加工施設 竣工式・祝賀会
県国民健康保険団体連合会 国保事業功労者表彰式・
総会・理事会（秋田市）
市歩こう会創立３０周年記念式典・祝賀会

（前列左から）猪股さん、尾留川さん、湊市長、伊藤さん、
 佐藤さん（後列左から）岩井秀樹監督、阿部一之助代表

○代：代理出席

本荘南
105人

岩城
35人

在校生との
エール交換

ゆりほんテレビ
公式YouTube
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提言１

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
31
年
３
月

に
策
定
さ
れ
た
「
第
二
次
学
校
環
境
適
正

化
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
荘
地
域
の

適
正
な
学
校
環
境
の
推
進
に
向
け
、
令
和

元
年
10
月
に
「
本
荘
地
域
学
校
再
編
委
員

会
」
、
３
年
７
月
に
「
本
荘
南
中
学
校
区

統
合
小
学
校
準
備
委
員
会
」
お
よ
び
「
本

荘
東
中
学
校
区
統
合
小
学
校
準
備
委
員

会
」
を
設
置
し
、
８
年
４
月
の
両
統
合
小

学
校
開
校
に
向
け
て
、
協
議
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　
学
校
再
編
委
員
会
で
は
、
こ
の
２
つ
の

準
備
委
員
会
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
使
用
校

舎
お
よ
び
校
名
に

つ
い
て
、
こ
の
た

び
提
言
書
と
し
て

ま
と
め
、
松
本
委

員
長
か
ら
秋
山
教

育
長
へ
提
出
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
　本
荘
南
中
学
校
区
統
合
小
学
校
の

　
　使
用
校
舎
お
よ
び
校
名
に
つ
い
て

１
．
使
用
校
舎
案

　
本
荘
南
中
学
校
区
統
合
小
学
校
と
し
て

使
用
す
る
校
舎
は
、
尾
崎
小
学
校
校
舎

が
ふ
さ
わ
し
い
。

選
定
理
由

　
学
区
内
の
児
童
お
よ

び
保
護
者
の
視
点
に
立

ち
、
利
便
性
や
学
校
環

境
な
ど
を
総
合
的
に
検

討
し
た
結
果
、
次
の
点

で
尾
崎
小
学
校
校
舎
が

適
し
て
い
る
と
考
え
る
。

▼
尾
崎
小
は
学
区
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
、

鶴
舞
小
と
比
較
し
て
通
学
距
離
が
短
く
通

学
し
や
す
い
｟
鶴
舞
小
を
使
用
し
た
場
合
、

学
区
内
の
半
数
以
上
の
児
童
の
通
学
距
離

が
延
び
る
｠
　
▼
尾
崎
小
周
辺
は
、
鶴
舞

小
周
辺
と
比
較
し
て
朝
の
交
通
規
制
が
な

い
た
め
、
送
迎
を
要
す
る
場
合
で
も
安
心

で
あ
る
　
▼
両
校
と
も
大
規
模
な
改
修
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
改
築
し
な
く
と
も
現

校
舎
の
長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

尾
崎
小
は
鶴
舞
小
と
比
較
し
て
改
修
経
費

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
　
▼
尾
崎
小
改

修
の
際
、
児
童
は
通
常
の
学
校
生
活
を
送

り
な
が
ら
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
鶴
舞
小
の
場
合
は
そ
の
間
約
２
年
間

校
舎
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
｟
工

事
の
際
は
児
童
が
一
時
引
っ
越
し
を
行
い
、

校
舎
を
空
け
る
必
要
が
あ
る
｠

２
．
校
名
案

　
本
荘
南
中
学
校
区
統
合
小
学
校
の
校
名

は
、
鶴
舞
小
学
校
が
ふ
さ
わ
し
い
。

選
定
理
由

　
鶴
舞
小
学
校
は
１
５
０
年
の
長
い
歴
史

を
持
つ
伝
統
校
で
あ
り
、
尾
崎
小
学
校
は

児
童
数
の
増
加
に
よ
り
平
成
３
年
に
鶴
舞

小
か
ら
分
か
れ
て
誕
生
し
た
学
校
で
あ
る
。

こ
の
た
び
の
統
合
は
２
校
が
再
び
ひ
と
つ

に
ま
と
ま
る
こ
と
で
あ
り
、
両
校
の
歴
史

的
な
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
鶴
舞
小
学
校

と
す
る
こ
と
が
自
然
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　　

　本
荘
東
中
学
校
区
統
合
小
学
校
の

　
　校
名
に
つ
い
て

１
．
校
名
案

第
１
候
補･･･

本
荘
東
小
学
校

選
定
理
由

▼
本
荘
東
中
学
校
区

は
広
域
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
に
偏
ら

な
い
包
括
的
な
意
味

合
い
を
持
つ
名
称
が

ふ
さ
わ
し
い
　
▼
本

荘
地
域
の
エ
リ
ア
を

示
し
た
校
名
で
あ
り
、

学
校
の
位
置
な
ど
思
い
浮
か
べ
や
す
い
　

▼
本
荘
東
中
に
隣
接
し
て
お
り
、
調
和
の

と
れ
た
わ
か
り
や
す
い
名
称
で
あ
る
　
▼

学
区
内
に
公
募
し
た
際
、
得
票
数
が
最
も

多
か
っ
た
名
称
で
も
あ
る

第
２
候
補･･･

日
住
小
学
校

選
定
理
由

▼
小
学
校
ら
し
い
優
し
い
ふ
ん
わ
り
し
た

名
称
で
あ
る
　
▼
本
荘
地
域
の
他
の
小
学

校
名
と
調
和
が
と
れ
て
い
る
｟
鶴
舞
・
新

山
・
日
住
｠
　
▼
日
住
山
は
本
荘
中
心
部

か
ら
真
東
に
あ
り
、
こ
の
山
陰
か
ら
日
が

昇
る
こ
と
か
ら
、
先
人
は
太
陽
の
す
み
か

と
考
え
「
日
住
」
と
名
付
け
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
日
住
に
は
本
荘
の
東
、
太
陽

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る

▼
日
が
昇
る
象
徴
の
山
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

希
望
を
持
て
る
、
感
じ
る
名
称
で
あ
る

　
そ
の
ほ
か
、
付
言
と
し
て
「
空
き
校
舎

の
利
活
用
」
や
「
防
災
機
能
の
強
化
」
に

つ
い
て
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
で
は
、
こ
の
提
言
を
受
け
て
さ
ら
に
検

討
を
重
ね
、
本
年
度
の
早
い
う
ち
に
使
用

校
舎
お
よ
び
校
名
を
決
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
提
言
書
の
全
文
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

広報ＩＤ
１００７９１０

秋山教育長（左）と提言書を提出した
松本委員長

造成工事が進む本荘東中学校区統合小学校

本荘南中学校区統合小学校の使用校
舎として提言された尾崎小学校

新
し
い
学
校
の
あ
り
方
を
考
え
る
本
荘
地
域
学
校
再
編
委
員
会
か
ら

本
荘
地
域
の
学
校
再
編
に
向
け
た
提
言
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

問

　教
育
総
務
課

　
　☎
32‐

１
３
０
６

提言２

ひ
す
み

ひ
が
し

３
年
後
に
開
校
す
る

２
つ
の
統
合
小
学
校

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
24―

６
３
４
５

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
24―

６
３
４
５

　
認
知
症
カ
フ
ェ
は
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
、
地
域
の
方
、
専
門

職
な
ど
が
集
い
、
情
報
交
換
や
相

談
を
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
す
場
で
す
。

　
市
で
は
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
運
営

す
る
団
体
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

　
応
募
の
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

申
請
窓
口
に
あ
る
「
申
請
の
手
引

き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
「
申
請
の
手
引
き
」
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

補
助
金
上
限
額

10
万
円

募
集
期
間
　
４
月
３
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
～
４
月
21
日
㈮

補
助
期
間
　
５
月
１
日
㈪
～
令
和

６
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

１
認
知
症
の
方
を
支
え
る
場
所

認
知
症
カ
フ
ェ
の
運
営
補
助
金
を
申
請
し
ま
せ
ん
か

　
地
域
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

と
は
、
町
内
会
な
ど
が
中
心
と
な

り
、
町
内
会
館
な
ど
で
行
う
介
護

予
防
活
動
の
こ
と
で
す
。
こ
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
分
の
募
集
を
開
始
し
ま

す
。
地
域
の
集
い
の
場
づ
く
り
な

ど
へ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
の
町
内
会
・
自
治
会

内
容
　
町
内
会
館
な
ど
で
行
う
介

護
予
防
活
動
の
経
費
を
支
援

交
付
対
象
経
費

❶
地
域
協
力
員
に
対
す
る
謝
礼
の

年
間
総
額
の
３
分
の
２

❷
講
師
謝
礼
や
消
耗
品
費

❸
初
年
度
に
限
り
町
内
会
館
な
ど

　
の
備
品
購
入
費
や
軽
微
な
修
繕

費
な
ど
｟
上
限
10
万
円
｠

※

各
経
費
そ
れ
ぞ
れ
に
条
件
・
上

限
あ
り

申
請
の
手
引
き
配
布
場
所

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

補
助
対
象
期
間
　
４
月
１
日
㈯
～

令
和
６
年
３
月
31
日
㈰

※

申
請
の
手
引
き
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

２
町
内
会
か
ら
地
域
の
介
護
予
防
を
促
進

「
地
域
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
実
施
し
ま
す

40
歳
以
上
の
方
へ

特
定
健
診
受
診
券
｟
黄
色
｠
を

４
月
末
に
発
送
し
ま
す

　
受
診
券
と
保
険
証
を
窓
口
に
お

持
ち
い
た
だ
く
と
無
料
で
特
定
健

康
診
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
受

診
券
に
同
封
す
る
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※

受
診
日
時
点
で
市
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
は
受

診
券
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方
は
受

診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
後
、
市
の

受
診
費
用
の
一
部
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
申
し
込
ん

だ
方
は
、
受
診
の
際
に
受
診
券
を

提
出
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担
額

か
ら
助
成
額
が
差
し
引
か
れ
ま

す
。

　
個
人
で
医
療
機
関
に
申
し
込
ん

だ
方
は
市
の
窓
口
に
申
請
す
る
こ

と
で
後
日
助
成
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

30
歳
以
上
の
方
に
も
人
間
ド
ッ
ク

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
本
年
度
か
ら
新
た
に
、
30
歳
以

上
40
歳
未
満
の
方
が
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
し
た
際
の
受
診
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
の
終
了
後
、
市
の

窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
額

　上
限
１
万
円
｟
４
月
１

日
以
降
に
受
診
し
た
人
間
ド
ッ

ク
｠

申
請
書
類

　保
険
証
、
領
収
書
、

人
間
ド
ッ
ク
結
果
表
、
振
り
込
み

先
の
口
座
情
報
が
確
認
で
き
る
も

の
｟
受
診
者
名
義
の
通
帳
な
ど
｠

※

40
歳
以
上
の
方
は
、
由
利
本
荘

市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

受
診
券
｟
黄
色
｠

申
請
先

　市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

※

受
診
券
｟
黄
色
｠
を
使
用
し

て
健
診
を
し
た
方
は
人
間
ド
ッ

ク
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

３
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

☎
24―

６
２
４
５

広報I D
1006771

広報I D
1003820
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提言１

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
31
年
３
月

に
策
定
さ
れ
た
「
第
二
次
学
校
環
境
適
正

化
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
荘
地
域
の

適
正
な
学
校
環
境
の
推
進
に
向
け
、
令
和

元
年
10
月
に
「
本
荘
地
域
学
校
再
編
委
員

会
」
、
３
年
７
月
に
「
本
荘
南
中
学
校
区

統
合
小
学
校
準
備
委
員
会
」
お
よ
び
「
本

荘
東
中
学
校
区
統
合
小
学
校
準
備
委
員

会
」
を
設
置
し
、
８
年
４
月
の
両
統
合
小

学
校
開
校
に
向
け
て
、
協
議
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　
学
校
再
編
委
員
会
で
は
、
こ
の
２
つ
の

準
備
委
員
会
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
使
用
校

舎
お
よ
び
校
名
に

つ
い
て
、
こ
の
た

び
提
言
書
と
し
て

ま
と
め
、
松
本
委

員
長
か
ら
秋
山
教

育
長
へ
提
出
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
　本
荘
南
中
学
校
区
統
合
小
学
校
の

　
　使
用
校
舎
お
よ
び
校
名
に
つ
い
て

１
．
使
用
校
舎
案

　
本
荘
南
中
学
校
区
統
合
小
学
校
と
し
て

使
用
す
る
校
舎
は
、
尾
崎
小
学
校
校
舎

が
ふ
さ
わ
し
い
。

選
定
理
由

　
学
区
内
の
児
童
お
よ

び
保
護
者
の
視
点
に
立

ち
、
利
便
性
や
学
校
環

境
な
ど
を
総
合
的
に
検

討
し
た
結
果
、
次
の
点

で
尾
崎
小
学
校
校
舎
が

適
し
て
い
る
と
考
え
る
。

▼
尾
崎
小
は
学
区
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
、

鶴
舞
小
と
比
較
し
て
通
学
距
離
が
短
く
通

学
し
や
す
い
｟
鶴
舞
小
を
使
用
し
た
場
合
、

学
区
内
の
半
数
以
上
の
児
童
の
通
学
距
離

が
延
び
る
｠
　
▼
尾
崎
小
周
辺
は
、
鶴
舞

小
周
辺
と
比
較
し
て
朝
の
交
通
規
制
が
な

い
た
め
、
送
迎
を
要
す
る
場
合
で
も
安
心

で
あ
る
　
▼
両
校
と
も
大
規
模
な
改
修
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
改
築
し
な
く
と
も
現

校
舎
の
長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

尾
崎
小
は
鶴
舞
小
と
比
較
し
て
改
修
経
費

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
　
▼
尾
崎
小
改

修
の
際
、
児
童
は
通
常
の
学
校
生
活
を
送

り
な
が
ら
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
鶴
舞
小
の
場
合
は
そ
の
間
約
２
年
間

校
舎
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
｟
工

事
の
際
は
児
童
が
一
時
引
っ
越
し
を
行
い
、

校
舎
を
空
け
る
必
要
が
あ
る
｠

２
．
校
名
案

　
本
荘
南
中
学
校
区
統
合
小
学
校
の
校
名

は
、
鶴
舞
小
学
校
が
ふ
さ
わ
し
い
。

選
定
理
由

　
鶴
舞
小
学
校
は
１
５
０
年
の
長
い
歴
史

を
持
つ
伝
統
校
で
あ
り
、
尾
崎
小
学
校
は

児
童
数
の
増
加
に
よ
り
平
成
３
年
に
鶴
舞

小
か
ら
分
か
れ
て
誕
生
し
た
学
校
で
あ
る
。

こ
の
た
び
の
統
合
は
２
校
が
再
び
ひ
と
つ

に
ま
と
ま
る
こ
と
で
あ
り
、
両
校
の
歴
史

的
な
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
鶴
舞
小
学
校

と
す
る
こ
と
が
自
然
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　　

　本
荘
東
中
学
校
区
統
合
小
学
校
の

　
　校
名
に
つ
い
て

１
．
校
名
案

第
１
候
補･･･

本
荘
東
小
学
校

選
定
理
由

▼
本
荘
東
中
学
校
区

は
広
域
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
に
偏
ら

な
い
包
括
的
な
意
味

合
い
を
持
つ
名
称
が

ふ
さ
わ
し
い
　
▼
本

荘
地
域
の
エ
リ
ア
を

示
し
た
校
名
で
あ
り
、

学
校
の
位
置
な
ど
思
い
浮
か
べ
や
す
い
　

▼
本
荘
東
中
に
隣
接
し
て
お
り
、
調
和
の

と
れ
た
わ
か
り
や
す
い
名
称
で
あ
る
　
▼

学
区
内
に
公
募
し
た
際
、
得
票
数
が
最
も

多
か
っ
た
名
称
で
も
あ
る

第
２
候
補･･･

日
住
小
学
校

選
定
理
由

▼
小
学
校
ら
し
い
優
し
い
ふ
ん
わ
り
し
た

名
称
で
あ
る
　
▼
本
荘
地
域
の
他
の
小
学

校
名
と
調
和
が
と
れ
て
い
る
｟
鶴
舞
・
新

山
・
日
住
｠
　
▼
日
住
山
は
本
荘
中
心
部

か
ら
真
東
に
あ
り
、
こ
の
山
陰
か
ら
日
が

昇
る
こ
と
か
ら
、
先
人
は
太
陽
の
す
み
か

と
考
え
「
日
住
」
と
名
付
け
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
日
住
に
は
本
荘
の
東
、
太
陽

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る

▼
日
が
昇
る
象
徴
の
山
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

希
望
を
持
て
る
、
感
じ
る
名
称
で
あ
る

　
そ
の
ほ
か
、
付
言
と
し
て
「
空
き
校
舎

の
利
活
用
」
や
「
防
災
機
能
の
強
化
」
に

つ
い
て
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
で
は
、
こ
の
提
言
を
受
け
て
さ
ら
に
検

討
を
重
ね
、
本
年
度
の
早
い
う
ち
に
使
用

校
舎
お
よ
び
校
名
を
決
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
提
言
書
の
全
文
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

広報ＩＤ
１００７９１０

秋山教育長（左）と提言書を提出した
松本委員長

造成工事が進む本荘東中学校区統合小学校

本荘南中学校区統合小学校の使用校
舎として提言された尾崎小学校

新
し
い
学
校
の
あ
り
方
を
考
え
る
本
荘
地
域
学
校
再
編
委
員
会
か
ら

本
荘
地
域
の
学
校
再
編
に
向
け
た
提
言
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

問

　教
育
総
務
課

　
　☎
32‐

１
３
０
６

提言２

ひ
す
み

ひ
が
し

３
年
後
に
開
校
す
る

２
つ
の
統
合
小
学
校

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
24―

６
３
４
５

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
24―

６
３
４
５

　
認
知
症
カ
フ
ェ
は
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
、
地
域
の
方
、
専
門

職
な
ど
が
集
い
、
情
報
交
換
や
相

談
を
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
す
場
で
す
。

　
市
で
は
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
運
営

す
る
団
体
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

　
応
募
の
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

申
請
窓
口
に
あ
る
「
申
請
の
手
引

き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
「
申
請
の
手
引
き
」
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

補
助
金
上
限
額

10
万
円

募
集
期
間
　
４
月
３
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
～
４
月
21
日
㈮

補
助
期
間
　
５
月
１
日
㈪
～
令
和

６
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

１
認
知
症
の
方
を
支
え
る
場
所

認
知
症
カ
フ
ェ
の
運
営
補
助
金
を
申
請
し
ま
せ
ん
か

　
地
域
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

と
は
、
町
内
会
な
ど
が
中
心
と
な

り
、
町
内
会
館
な
ど
で
行
う
介
護

予
防
活
動
の
こ
と
で
す
。
こ
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
分
の
募
集
を
開
始
し
ま

す
。
地
域
の
集
い
の
場
づ
く
り
な

ど
へ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
の
町
内
会
・
自
治
会

内
容
　
町
内
会
館
な
ど
で
行
う
介

護
予
防
活
動
の
経
費
を
支
援

交
付
対
象
経
費

❶
地
域
協
力
員
に
対
す
る
謝
礼
の

年
間
総
額
の
３
分
の
２

❷
講
師
謝
礼
や
消
耗
品
費

❸
初
年
度
に
限
り
町
内
会
館
な
ど

　
の
備
品
購
入
費
や
軽
微
な
修
繕

費
な
ど
｟
上
限
10
万
円
｠

※

各
経
費
そ
れ
ぞ
れ
に
条
件
・
上

限
あ
り

申
請
の
手
引
き
配
布
場
所

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

補
助
対
象
期
間
　
４
月
１
日
㈯
～

令
和
６
年
３
月
31
日
㈰

※

申
請
の
手
引
き
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

２
町
内
会
か
ら
地
域
の
介
護
予
防
を
促
進

「
地
域
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
実
施
し
ま
す

40
歳
以
上
の
方
へ

特
定
健
診
受
診
券
｟
黄
色
｠
を

４
月
末
に
発
送
し
ま
す

　
受
診
券
と
保
険
証
を
窓
口
に
お

持
ち
い
た
だ
く
と
無
料
で
特
定
健

康
診
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
受

診
券
に
同
封
す
る
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※

受
診
日
時
点
で
市
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
は
受

診
券
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方
は
受

診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
後
、
市
の

受
診
費
用
の
一
部
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
申
し
込
ん

だ
方
は
、
受
診
の
際
に
受
診
券
を

提
出
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担
額

か
ら
助
成
額
が
差
し
引
か
れ
ま

す
。

　
個
人
で
医
療
機
関
に
申
し
込
ん

だ
方
は
市
の
窓
口
に
申
請
す
る
こ

と
で
後
日
助
成
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

30
歳
以
上
の
方
に
も
人
間
ド
ッ
ク

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
本
年
度
か
ら
新
た
に
、
30
歳
以

上
40
歳
未
満
の
方
が
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
し
た
際
の
受
診
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
の
終
了
後
、
市
の

窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
額

　上
限
１
万
円
｟
４
月
１

日
以
降
に
受
診
し
た
人
間
ド
ッ

ク
｠

申
請
書
類

　保
険
証
、
領
収
書
、

人
間
ド
ッ
ク
結
果
表
、
振
り
込
み

先
の
口
座
情
報
が
確
認
で
き
る
も

の
｟
受
診
者
名
義
の
通
帳
な
ど
｠

※

40
歳
以
上
の
方
は
、
由
利
本
荘

市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

受
診
券
｟
黄
色
｠

申
請
先

　市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

※

受
診
券
｟
黄
色
｠
を
使
用
し

て
健
診
を
し
た
方
は
人
間
ド
ッ

ク
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

３
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

☎
24―

６
２
４
５
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後
期
高
齢
者

健
診
受
診
券
｟
水
色
｠
を

４
月
下
旬
ま
で
に
発
送
し
ま
す

　
後
期
高
齢
者
健
診
は
、
受
診
券

と
保
険
証
を
窓
口
に
お
持
ち
い
た

だ
く
と
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る
場
合

は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
細

は
受
診
券
に
同
封
す
る
健
診
日
程

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
令
和
６
年
１
月
31
日
㈬
ま
で
に

　
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
診
の
際
に
は
受
診
券
｟
裏
面

　
の
質
問
票
を
記
入
｠
と
保
険
証

　
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
受
診

　
可
能
か
、
医
療
機
関
へ
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

○
保
険
料
の
仮
徴
収
額
決
定
通
知

　
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
方
も
い

　
ま
す
の
で
、
必
ず
中
身
を
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
。

○
人
間
ド
ッ
ク
と
の
重
複
受
診
は

　
で
き
ま
せ
ん
。

○
６
月
２
日
㈮
以
降
に
後
期
高
齢

　
者
医
療
保
険
に
加
入
す
る
方
に

　
は
、
後
期
高
齢
の
保
険
証
に
同

　
封
し
ま
す
の
で
、
誕
生
日
以
降

　
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
後
、
市
の

窓
口
に
申
請
す
る
こ
と
で
受
診
費

用
の
一
部
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
受
診
券
に

同
封
す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

助
成
額
　
上
限
１
万
円

｟
受
診
内
容
に
応
じ
て
助
成
｠

申
請
書
類
　
保
険
証
、
領
収
書
、

人
間
ド
ッ
ク
結
果
表
、
受
診
券
、

印
鑑
、
振
り
込
み
先
の
口
座
情
報

が
確
認
で
き
る
も
の
｟
受
診
者
名

義
の
通
帳
な
ど
｠

申
請
先
　
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

※

令
和
４
年
度
内
に
受
診
し
た
方

は
、
４
月
14
日
㈮
ま
で
忘
れ
ず
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
結
果
表
が

期
限
ま
で
に
間
に
合
わ
な
い
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

☎
24―

６
２
４
４

　
市
道
の
除
雪
作
業
は
、
道
路
構

造
物
、
家
屋
、
塀
な
ど
に
細
心
の

注
意
を
払
い
行
っ
て
い
ま
す
が
、

雪
に
覆
わ
れ
た
中
で
の
作
業
で
破

損
さ
せ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
除
雪
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
破
損
箇
所
を
発
見
し
た
場
合
に

は
、
速
や
か
に
各
地
域
の
所
管
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
連
絡
が
遅
く
な
り
、
除
雪
に
よ

　
る
破
損
と
判
断
で
き
な
い
場
合

　
に
は
、
対
応
で
き
な
い
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。

市
道
の
穴
、

側
溝
の
破
損
な
ど
も

　
歩
行
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
が
安
全
に
道
路
を
通
行
で
き
る

よ
う
に
、
随
時
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

と
点
検
補
修
を
し
て
い
ま
す
。

　
春
先
は
道
路
の
破
損
が
多
数
発

見
さ
れ
る
時
期
で
す
。
日
ご
ろ
市

道
を
通
行
中
に
、
舗
装
道
路
の
穴

や
陥
没
、
側
溝
・
側
溝
ふ
た
や
縁

石
の
破
損
な
ど
を
見
つ
け
た
場
合

に
も
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
除
雪
作
業
に
よ
る
破
損･

異
常
を

見
つ
け
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
協
力
者
の
確
保
困
難
に
よ
り
、

市
で
行
っ
て
い
た
敬
老
会
を
本
年

度
以
降
廃
止
し
ま
す
。
新
し
い
敬

老
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

敬
老
事
業
を
行
う

町
内
会
な
ど
へ
補
助
金
を
交
付

　
町
内
会
な
ど
が
行
う
、
敬
老
関

係
事
業
の
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業

①
敬
老
会
開
催
事
業

②
記
念
品
贈
呈
事
業
　

※

年
度
内
ど
ち
ら
か
一
つ
の
補
助

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

「
敬
老
会
対
象
者
名
簿
」
は
、

市
主
催
の
敬
老
会
を
開
催
し
な
い

こ
と
か
ら
、
配
付
し
ま
せ
ん
。

５
町
内
会
・
自
治
会
が
行
う
敬
老
事
業
に
助
成
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
生
き
が
い
課

☎
24―

６
３
２
２

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
就
学
前
の
子
ど
も
を
安
心
し
て

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
費
用
を
助
成
す
る
「
子

育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
支
援
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象

　次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

❶
本
市
に
住
所
を
有
す
る
方

❷
就
学
前
の
子
ど
も
を
養
育
し
て

　
い
る
方

❷
平
成
30
年
４
月
２
日
以
降
に
第

　
３
子
以
降
が
出
生
し
、
そ
の
子

　
を
含
む
３
人
以
上
の
子
ど
も
を

　
養
育
し
て
い
る
方

助
成
対
象
費
用

▽
一
時
保
育
利
用
料
｟
幼
稚
園
型 

　
を
除
く
｠

▽
病
後
児
保
育
利
用
料

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
利
用
料

▽
子
育
て
に
資
す
る
費
用
｟
就
学

　
前
の
子
に
係
る
費
用
｠

例
：
任
意
予
防
接
種
費
、
ミ
ル
ク

購
入
費
、
紙
お
む
つ
購
入
費
な
ど

助
成
金
額

　１
万
５
千
円(

上
限)

申
請
方
法

　申
請
書
に
助
成
対
象

費
用
の
領
収
書
を
添
付
し
て
申
請

｟
年
度
内
１
回
の
み
｠

※

申
請
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
た
、
問
い
合
わ
せ
先
の
窓
口
で

も
受
け
取
れ
ま
す
。

※

本
年
度
中
に
新
た
に
対
象
に
な

ら
れ
た
世
帯
は
、
出
生
届
ま
た
は

転
入
届
を
出
さ
れ
た
際
に
申
請
書

を
手
渡
し
ま
す
。

７
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
支
援
事
業
を
実
施

第
３
子
以
降
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
を
支
援
し
ま
す

９
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
額
が

本
年
４
月
分
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

建
築
住
宅
課

☎
24―

６
３
３
４

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課

☎
24―

６
３
１
９

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
本
年
度
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に

か
か
る
資
金
の
助
成
事
業
を
行
い

ま
す
。

令
和
５
年
度
主
要
変
更
点

▽
一
般
型
を
一
回
に
限
り
再
申
請

　
可
能
。

▽
子
育
て
支
援
型
の
子
の
要
件
を

　
２
人
以
上
に
緩
和
。

　
対
象
や
助
成
金
額
の
上
限
、
必

要
書
類
な
ど
は
助
成
種
別
に
よ
り

異
な
る
た
め
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
　
４
月
３
日
㈪
～

　
　
令
和
６
年
２
月
29
日
㈭
ま
で

８
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業
の
要
件
を
緩
和
し
ま
す
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地域名 所管先 連絡先

本　荘

矢　島

岩　城

由　利

大　内

東由利

西　目

鳥　海

建 設 部 建 設 管 理 課

矢島総合支所産業建設課

岩城総合支所産業建設課

由利総合支所産業建設課

大内総合支所産業建設課

東由利総合支所産業建設課

西目総合支所産業建設課

鳥海総合支所産業建設課

２４−６３４１

５５−４９５５

７３-２０１５

５３-２１１５

６５-２８０２

６９-２１１５

３３-４６１６

５７-２２０４

【児童扶養手当】　　問い合わせ先　こども未来課児童支援班　☎２４－６３１９

【特別児童扶養手当など】　　問い合わせ先　福祉支援課障がい支援班　☎２４－６３１４

支給区分（月額） 本年３月分まで 本年４月分以降

手当額
全部支給

一部支給

全部支給

一部支給

全部支給

一部支給

第二子

加算額

第三子以

降加算額

43,070円

43,060円〜10,160円

10,170円

10,160円〜5,090円

 6,100円

 6,090円〜3,050円

44,140円

44,130円〜10,410円

10,420円

10,410円〜5,210円

 6,250円

 6,240円〜3,130円

手当名・支給区分（月額） 本年３月分まで 本年４月分以降

特別児童扶養手当
障がい程度が１級の場合

障がい程度が２級の場合

障害児福祉手当

特別障害者手当

経過的福祉手当

52,400円

34,900円

14,850円

27,300円

14,850円

53,700円

35,760円

15,220円

27,980円

15,220円
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後
期
高
齢
者

健
診
受
診
券
｟
水
色
｠
を

４
月
下
旬
ま
で
に
発
送
し
ま
す

　
後
期
高
齢
者
健
診
は
、
受
診
券

と
保
険
証
を
窓
口
に
お
持
ち
い
た

だ
く
と
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る
場
合

は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
細

は
受
診
券
に
同
封
す
る
健
診
日
程

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
令
和
６
年
１
月
31
日
㈬
ま
で
に

　
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
診
の
際
に
は
受
診
券
｟
裏
面

　
の
質
問
票
を
記
入
｠
と
保
険
証

　
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
受
診

　
可
能
か
、
医
療
機
関
へ
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

○
保
険
料
の
仮
徴
収
額
決
定
通
知

　
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
方
も
い

　
ま
す
の
で
、
必
ず
中
身
を
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
。

○
人
間
ド
ッ
ク
と
の
重
複
受
診
は

　
で
き
ま
せ
ん
。

○
６
月
２
日
㈮
以
降
に
後
期
高
齢

　
者
医
療
保
険
に
加
入
す
る
方
に

　
は
、
後
期
高
齢
の
保
険
証
に
同

　
封
し
ま
す
の
で
、
誕
生
日
以
降

　
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
後
、
市
の

窓
口
に
申
請
す
る
こ
と
で
受
診
費

用
の
一
部
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
受
診
券
に

同
封
す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

助
成
額
　
上
限
１
万
円

｟
受
診
内
容
に
応
じ
て
助
成
｠

申
請
書
類
　
保
険
証
、
領
収
書
、

人
間
ド
ッ
ク
結
果
表
、
受
診
券
、

印
鑑
、
振
り
込
み
先
の
口
座
情
報

が
確
認
で
き
る
も
の
｟
受
診
者
名

義
の
通
帳
な
ど
｠

申
請
先
　
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

※

令
和
４
年
度
内
に
受
診
し
た
方

は
、
４
月
14
日
㈮
ま
で
忘
れ
ず
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
結
果
表
が

期
限
ま
で
に
間
に
合
わ
な
い
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

☎
24―

６
２
４
４

　
市
道
の
除
雪
作
業
は
、
道
路
構

造
物
、
家
屋
、
塀
な
ど
に
細
心
の

注
意
を
払
い
行
っ
て
い
ま
す
が
、

雪
に
覆
わ
れ
た
中
で
の
作
業
で
破

損
さ
せ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
除
雪
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
破
損
箇
所
を
発
見
し
た
場
合
に

は
、
速
や
か
に
各
地
域
の
所
管
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
連
絡
が
遅
く
な
り
、
除
雪
に
よ

　
る
破
損
と
判
断
で
き
な
い
場
合

　
に
は
、
対
応
で
き
な
い
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。

市
道
の
穴
、

側
溝
の
破
損
な
ど
も

　
歩
行
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
が
安
全
に
道
路
を
通
行
で
き
る

よ
う
に
、
随
時
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

と
点
検
補
修
を
し
て
い
ま
す
。

　
春
先
は
道
路
の
破
損
が
多
数
発

見
さ
れ
る
時
期
で
す
。
日
ご
ろ
市

道
を
通
行
中
に
、
舗
装
道
路
の
穴

や
陥
没
、
側
溝
・
側
溝
ふ
た
や
縁

石
の
破
損
な
ど
を
見
つ
け
た
場
合

に
も
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
除
雪
作
業
に
よ
る
破
損･

異
常
を

見
つ
け
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
協
力
者
の
確
保
困
難
に
よ
り
、

市
で
行
っ
て
い
た
敬
老
会
を
本
年

度
以
降
廃
止
し
ま
す
。
新
し
い
敬

老
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

敬
老
事
業
を
行
う

町
内
会
な
ど
へ
補
助
金
を
交
付

　
町
内
会
な
ど
が
行
う
、
敬
老
関

係
事
業
の
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業

①
敬
老
会
開
催
事
業

②
記
念
品
贈
呈
事
業
　

※

年
度
内
ど
ち
ら
か
一
つ
の
補
助

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

「
敬
老
会
対
象
者
名
簿
」
は
、

市
主
催
の
敬
老
会
を
開
催
し
な
い

こ
と
か
ら
、
配
付
し
ま
せ
ん
。

５
町
内
会
・
自
治
会
が
行
う
敬
老
事
業
に
助
成
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
生
き
が
い
課

☎
24―

６
３
２
２

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
就
学
前
の
子
ど
も
を
安
心
し
て

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
費
用
を
助
成
す
る
「
子

育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
支
援
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象

　次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

❶
本
市
に
住
所
を
有
す
る
方

❷
就
学
前
の
子
ど
も
を
養
育
し
て

　
い
る
方

❷
平
成
30
年
４
月
２
日
以
降
に
第

　
３
子
以
降
が
出
生
し
、
そ
の
子

　
を
含
む
３
人
以
上
の
子
ど
も
を

　
養
育
し
て
い
る
方

助
成
対
象
費
用

▽
一
時
保
育
利
用
料
｟
幼
稚
園
型 

　
を
除
く
｠

▽
病
後
児
保
育
利
用
料

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
利
用
料

▽
子
育
て
に
資
す
る
費
用
｟
就
学

　
前
の
子
に
係
る
費
用
｠

例
：
任
意
予
防
接
種
費
、
ミ
ル
ク

購
入
費
、
紙
お
む
つ
購
入
費
な
ど

助
成
金
額

　１
万
５
千
円(

上
限)

申
請
方
法

　申
請
書
に
助
成
対
象

費
用
の
領
収
書
を
添
付
し
て
申
請

｟
年
度
内
１
回
の
み
｠

※

申
請
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
た
、
問
い
合
わ
せ
先
の
窓
口
で

も
受
け
取
れ
ま
す
。

※

本
年
度
中
に
新
た
に
対
象
に
な

ら
れ
た
世
帯
は
、
出
生
届
ま
た
は

転
入
届
を
出
さ
れ
た
際
に
申
請
書

を
手
渡
し
ま
す
。

７
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
支
援
事
業
を
実
施

第
３
子
以
降
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
を
支
援
し
ま
す

９
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
額
が

本
年
４
月
分
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

建
築
住
宅
課

☎
24―

６
３
３
４

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課

☎
24―

６
３
１
９

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
本
年
度
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に

か
か
る
資
金
の
助
成
事
業
を
行
い

ま
す
。

令
和
５
年
度
主
要
変
更
点

▽
一
般
型
を
一
回
に
限
り
再
申
請

　
可
能
。

▽
子
育
て
支
援
型
の
子
の
要
件
を

　
２
人
以
上
に
緩
和
。

　
対
象
や
助
成
金
額
の
上
限
、
必

要
書
類
な
ど
は
助
成
種
別
に
よ
り

異
な
る
た
め
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
　
４
月
３
日
㈪
～

　
　
令
和
６
年
２
月
29
日
㈭
ま
で

８
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業
の
要
件
を
緩
和
し
ま
す

広報I D
1007852

広報I D
1003887

広報I D
1002986

地域名 所管先 連絡先

本　荘

矢　島

岩　城

由　利

大　内

東由利

西　目

鳥　海

建 設 部 建 設 管 理 課

矢島総合支所産業建設課

岩城総合支所産業建設課

由利総合支所産業建設課

大内総合支所産業建設課

東由利総合支所産業建設課

西目総合支所産業建設課

鳥海総合支所産業建設課

２４−６３４１

５５−４９５５

７３-２０１５

５３-２１１５

６５-２８０２

６９-２１１５

３３-４６１６

５７-２２０４

【児童扶養手当】　　問い合わせ先　こども未来課児童支援班　☎２４－６３１９

【特別児童扶養手当など】　　問い合わせ先　福祉支援課障がい支援班　☎２４－６３１４

支給区分（月額） 本年３月分まで 本年４月分以降

手当額
全部支給

一部支給

全部支給

一部支給

全部支給

一部支給

第二子

加算額

第三子以

降加算額

43,070円

43,060円〜10,160円

10,170円

10,160円〜5,090円

 6,100円

 6,090円〜3,050円

44,140円

44,130円〜10,410円

10,420円

10,410円〜5,210円

 6,250円

 6,240円〜3,130円

手当名・支給区分（月額） 本年３月分まで 本年４月分以降

特別児童扶養手当
障がい程度が１級の場合

障がい程度が２級の場合

障害児福祉手当

特別障害者手当

経過的福祉手当

52,400円

34,900円

14,850円

27,300円

14,850円

53,700円

35,760円

15,220円

27,980円

15,220円
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住
民
票
の
写
し
な
ど
を
発
行
で

き
る
端
末
、
市
政
情
報
な
ど
を

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
操
作
で
閲
覧
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど
を

試
験
的
に
集
約
設
置
し
ま
す
。
職

員
は
常
駐
し
ま
せ
ん
。

設
置
場
所

▽
文
化
交
流
館 

カ
ダ
ー
レ 

１
階

▽
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
　
１
階

▽
市
役
所
本
庁
舎
　
１
階

稼
働
機
器

▽
自
動
証
明
書
発
行
機
｟
マ
イ
ナ

　
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
、
住
民
票
の

　
写
し
、
印
鑑
登
録
証
な
ど
の
諸

　
証
明
書
を
発
行
で
き
ま
す
｠

▽
遠
隔
相
談
シ
ス
テ
ム
｟
福
祉
関

　
係
担
当
課
と
テ
レ
ビ
電
話
を
　

　
使
っ
て
相
談
で
き
ま
す
｠

▽
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
｟
観
光

　
情
報
や
市
政
情
報
の
提
供
を
行

　
い
ま
す
｠

稼
働
期
間
　
４
月
３
日
㈪
～

11
一
部
サ
ー
ビ
ス
が
市
役
所
以
外
で
受
け
ら
れ
る

「
市
役
所
デ
ジ
タ
ル
ス
ポ
ッ
ト
」
を
設
置
し
ま
す

　
圏
域
内
の
農
林
水
産
物
を
活
用

し
た
、
加
工
・
販
売
に
係
る
施
設

整
備
や
備
品
、
整
備
に
伴
う
費
用

の
一
部
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
の
事
業
に
つ
い
て
、
要
望
を

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
計
画
が
あ

り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

対
象
者

　

❶
農
林
漁
家
を
中
心
と
す
る
団
体

　
ま
た
は
法
人
　

❷
農
林
漁
家
｟
個
人
｠

※

各
種
施
設
整
備
に
あ
っ
て
は
、

保
健
所
と
の
事
前
調
整
が
必
要
で

す
。

申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈬

※

事
業
採
択
は
審
査
会
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

10
地
域
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し
た

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
応
援
！

補助対象 ・ 補助率

加工施設整備

販売施設整備

備品整備

団体 ・法人

個人

団体 ・法人

個人

団体 ・法人

個人

１/２以内

１/３以内

１/２以内

１/３以内

１/２以内

１/３以内

１５０万円

６０万円

６０万円

事業項目 区分 補助率 限度額

問
い
合
わ
せ
先

農
業
振
興
課

☎
24―

６
２
３
４

ま
た
は
各
総
合
支
所

産
業
建
設
課

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課

☎
22―

４
２
８
７

消
防
署

☎
22―

０
０
１
１

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強

い
日
も
多
く
な
り
ま
す
。
火
の
取

り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
、
大

切
な
命
と
財
産

を
守
り
ま
し
ょ

う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
、

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

　住
宅
用
火
災
警
報
器
に
よ
り
火

災
を
未
然
に
防
い
だ
、
早
期
の
避

難
に
つ
な
が
っ
た
な
ど
の
事
例
は

全
国
的
に
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
条
例
で
は「
寝
室
」と「
階

段
上
部
｟
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ

る
場
合
｠」
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
大

切
な
命
と
財

産
を
守
る
た

め
に
も
必
ず

設

置

し

ま

し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
10
年
を

目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
！

　
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命

や
電
池
切
れ
な
ど
で
火
災
を
検
知

し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

設
置
か
ら
10
年

経
過
し
た
ら
、

住
宅
用
火
災
警

報
器
を
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

消
防
職
員
に
よ
る

訪
問
調
査
を
行
い
ま
す

　
消
防
本
部
で
は
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
調
査
の
た
め
、
４
月
中
に

消
防
職
員
が
訪
問
調
査
に
伺
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※

消
防
職
員
は
制
服
を
着
用
し
て

訪
問
し
ま
す
。
警
報
器
な
ど
の
販

売
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

12
４
月
２
日
㈰
〜
８
日
㈯
は

春
の
火
災
予
防
運
動
実
施
期
間
で
す

問
い
合
わ
せ
先

行
政
改
革
推
進
課

☎
24―

６
３
８
３

デジタル
サイネージ

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
生
き
が
い
課

☎
24―

６
３
２
２

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
市
内
に
住
所
が
あ
る
次
の
世
帯

に
市
指
定
ご
み
袋
１
０
０
枚
を
支

給
し
ま
す
。

❶
子
育
て
世
帯

対
象
　
４
月
１
日
以
降
に
誕
生

し
、
本
市
に
住
民
登
録
さ
れ
た
乳

児
が
い
る
世
帯
｟
乳
児
１
人
に
つ

き
１
回
｠

必
要
書
類
　
母
子
手
帳

※

出
生
届
と
併
せ
て
手
続
き
し
ま

す
。
出
生
届
を
市
外
へ
提
出
し
た

場
合
も
申
請
で
き
ま
す
。

❷
在
宅
介
護
世
帯

｟
年
度
内
１
回
の
み
｠

14

乳
児
の
育
児
・
在
宅
介
護
世
帯
へ

市
指
定
の
ご
み
袋
を
支
給
し
ま
す

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
子
育
て
世
帯
向
け
ゴ
ミ
袋
支
給

こ
ど
も
未
来
課

☎
24―

６
３
１
９

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

駐
車
台
数

　

西
口
駐
車
場…

18
台

東
口
駐
車
場…

14
台

駐
車
利
用
料
金

❶
10
時
間
ま
で

　

　
１
０
０
円
｟
１
時
間
ご
と
｠

❷
10
時
間
～
24
時
間
ま
で

　

　
１
０
０
０
円

❸
24
時
間
以
降

　
❶
と
❷
を
繰
り
返
し
た
合
計
金

　
額

※

入
場
か
ら
最
初
の
30
分
間
ま
で

は
無
料

利
用
上
の
注
意

〇
駐
車
場
は
24
時
間
利
用
可
能
。

〇
バ
イ
ク
や
自
転
車
、
大
型
車
は

　
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

〇
場
内
の
案
内
看
板
に
従
い
駐
車

　
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇
利
用
料
金
は
自
動
精
算
機
に
よ

　
り
精
算
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
駐
車
場
内
に
お
け
る
事
故
や
盗

　
難
に
関
し
て
は
、
市
で
は
一
切

　
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

13
４
月
１
日
か
ら
羽
後
本
荘
駅
に

有
料
駐
車
場
を
開
設
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課

☎
24―

６
３
４
１

　
４
月
３
日
か
ら
入
浴
施
設
の
入

湯
料
等
割
引
券
な
ど
を
交
付
し
ま

す
。
利
用
可
能
な
店
舗
は
交
付
さ

れ
る
券
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

入
浴
施
設
の
入
湯
料
等
割
引
券

対
象

　次
の
い
ず
れ
か
の
該
当
者

❶
４
月
１
日
現
在
で
満
70
歳
～
74

　
歳
の
方
｟
昭
和
28
年
４
月
１
日

　
～
昭
和
23
年
４
月
２
日
生
ま
れ

　
の
方
｠
お
よ
び
身
体
障
が
い
者

　
の
認
定
を
受
け
て
い
る
満
65
歳

　
～
74
歳
の
方
｟
昭
和
33
年
４
月

　
１
日
～
昭
和
23
年
４
月
２
日
に

　
生
ま
れ
た
方
｠

交
付
枚
数

　１
０
０
円
割
引
券
10

枚
｟
年
度
内
１
回
の
み
交
付
｠

❷
４
月
１
日
現
在
満
75
歳
以
上
の

　
方
｟
昭
和
23
年
４
月
１
日
以
前

　
生
ま
れ
の
方
｠

交
付
枚
数

　１
０
０
円
割
引
券
20

枚
｟
年
度
内
１
回
の
み
交
付
｠

※

本
年
度
か
ら
長
寿
の
お
祝
い

と
し
て
75
歳
以
上
の
方
に
は
20

枚
交
付
し
ま
す
。

必
要
書
類

　本
人
確
認
書
類
｟
運

転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
｠

※

代
理
申
請
の
場
合
は
、
申
請
者

と
代
理
人
両
方
の
本
人
確
認
書
類

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

15

高
齢
者
向
け
入
湯
料
等
割
引
券
、

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
券
を
交
付

広報I D
1003462

広報I D
1005870

広報I D
1007877

対
象
　
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る

世
帯
の
う
ち
、
令
和
５
年
４
月
１

日
現
在
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く

「
要
介
護
４
」「
要
介
護
５
」
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
｟
施
設
入

所
者
お
よ
び
長
期
の
入
院
・
入
所

を
し
て
い
る
場
合
を
除
く
｠

必
要
書
類
　
主
な
介
護
者
、
ま
た

は
同
居
家
族
の
本
人
確
認
書
類

｟
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
｠

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
費
助
成
券

対
象
　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在

65
歳
以
上
の
方
｟
昭
和
33
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
｠

交
付
枚
数
　
千
円
助
成
券
３
枚

｟
年
度
内
１
回
の
み
交
付
｠

▽
在
宅
介
護
世
帯
向
け

長
寿
生
き
が
い
課

☎
24―

６
３
２
２

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
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住
民
票
の
写
し
な
ど
を
発
行
で

き
る
端
末
、
市
政
情
報
な
ど
を

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
操
作
で
閲
覧
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど
を

試
験
的
に
集
約
設
置
し
ま
す
。
職

員
は
常
駐
し
ま
せ
ん
。

設
置
場
所

▽
文
化
交
流
館 

カ
ダ
ー
レ 

１
階

▽
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
　
１
階

▽
市
役
所
本
庁
舎
　
１
階

稼
働
機
器

▽
自
動
証
明
書
発
行
機
｟
マ
イ
ナ

　
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
、
住
民
票
の

　
写
し
、
印
鑑
登
録
証
な
ど
の
諸

　
証
明
書
を
発
行
で
き
ま
す
｠

▽
遠
隔
相
談
シ
ス
テ
ム
｟
福
祉
関

　
係
担
当
課
と
テ
レ
ビ
電
話
を
　

　
使
っ
て
相
談
で
き
ま
す
｠

▽
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
｟
観
光

　
情
報
や
市
政
情
報
の
提
供
を
行

　
い
ま
す
｠

稼
働
期
間
　
４
月
３
日
㈪
～

11
一
部
サ
ー
ビ
ス
が
市
役
所
以
外
で
受
け
ら
れ
る

「
市
役
所
デ
ジ
タ
ル
ス
ポ
ッ
ト
」
を
設
置
し
ま
す

　
圏
域
内
の
農
林
水
産
物
を
活
用

し
た
、
加
工
・
販
売
に
係
る
施
設

整
備
や
備
品
、
整
備
に
伴
う
費
用

の
一
部
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
の
事
業
に
つ
い
て
、
要
望
を

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
計
画
が
あ

り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

対
象
者

　

❶
農
林
漁
家
を
中
心
と
す
る
団
体

　
ま
た
は
法
人
　

❷
農
林
漁
家
｟
個
人
｠

※

各
種
施
設
整
備
に
あ
っ
て
は
、

保
健
所
と
の
事
前
調
整
が
必
要
で

す
。

申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈬

※

事
業
採
択
は
審
査
会
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

10
地
域
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し
た

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
応
援
！

補助対象 ・ 補助率

加工施設整備

販売施設整備

備品整備

団体 ・法人

個人

団体 ・法人

個人

団体 ・法人

個人

１/２以内

１/３以内

１/２以内

１/３以内

１/２以内

１/３以内

１５０万円

６０万円

６０万円

事業項目 区分 補助率 限度額

問
い
合
わ
せ
先

農
業
振
興
課

☎
24―

６
２
３
４

ま
た
は
各
総
合
支
所

産
業
建
設
課

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課

☎
22―

４
２
８
７

消
防
署

☎
22―

０
０
１
１

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強

い
日
も
多
く
な
り
ま
す
。
火
の
取

り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
、
大

切
な
命
と
財
産

を
守
り
ま
し
ょ

う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
、

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

　住
宅
用
火
災
警
報
器
に
よ
り
火

災
を
未
然
に
防
い
だ
、
早
期
の
避

難
に
つ
な
が
っ
た
な
ど
の
事
例
は

全
国
的
に
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
条
例
で
は「
寝
室
」と「
階

段
上
部
｟
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ

る
場
合
｠」
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
大

切
な
命
と
財

産
を
守
る
た

め
に
も
必
ず

設

置

し

ま

し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
10
年
を

目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
！

　
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命

や
電
池
切
れ
な
ど
で
火
災
を
検
知

し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

設
置
か
ら
10
年

経
過
し
た
ら
、

住
宅
用
火
災
警

報
器
を
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

消
防
職
員
に
よ
る

訪
問
調
査
を
行
い
ま
す

　
消
防
本
部
で
は
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
調
査
の
た
め
、
４
月
中
に

消
防
職
員
が
訪
問
調
査
に
伺
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※

消
防
職
員
は
制
服
を
着
用
し
て

訪
問
し
ま
す
。
警
報
器
な
ど
の
販

売
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

12
４
月
２
日
㈰
〜
８
日
㈯
は

春
の
火
災
予
防
運
動
実
施
期
間
で
す

問
い
合
わ
せ
先

行
政
改
革
推
進
課

☎
24―

６
３
８
３

デジタル
サイネージ

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
生
き
が
い
課

☎
24―

６
３
２
２

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
市
内
に
住
所
が
あ
る
次
の
世
帯

に
市
指
定
ご
み
袋
１
０
０
枚
を
支

給
し
ま
す
。

❶
子
育
て
世
帯

対
象
　
４
月
１
日
以
降
に
誕
生

し
、
本
市
に
住
民
登
録
さ
れ
た
乳

児
が
い
る
世
帯
｟
乳
児
１
人
に
つ

き
１
回
｠

必
要
書
類
　
母
子
手
帳

※

出
生
届
と
併
せ
て
手
続
き
し
ま

す
。
出
生
届
を
市
外
へ
提
出
し
た

場
合
も
申
請
で
き
ま
す
。

❷
在
宅
介
護
世
帯

｟
年
度
内
１
回
の
み
｠

14

乳
児
の
育
児
・
在
宅
介
護
世
帯
へ

市
指
定
の
ご
み
袋
を
支
給
し
ま
す

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
子
育
て
世
帯
向
け
ゴ
ミ
袋
支
給

こ
ど
も
未
来
課

☎
24―

６
３
１
９

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

駐
車
台
数

　

西
口
駐
車
場…
18
台

東
口
駐
車
場…

14
台

駐
車
利
用
料
金

❶
10
時
間
ま
で

　

　
１
０
０
円
｟
１
時
間
ご
と
｠

❷
10
時
間
～
24
時
間
ま
で

　

　
１
０
０
０
円

❸
24
時
間
以
降

　
❶
と
❷
を
繰
り
返
し
た
合
計
金

　
額

※

入
場
か
ら
最
初
の
30
分
間
ま
で

は
無
料

利
用
上
の
注
意

〇
駐
車
場
は
24
時
間
利
用
可
能
。

〇
バ
イ
ク
や
自
転
車
、
大
型
車
は

　
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

〇
場
内
の
案
内
看
板
に
従
い
駐
車

　
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇
利
用
料
金
は
自
動
精
算
機
に
よ

　
り
精
算
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
駐
車
場
内
に
お
け
る
事
故
や
盗

　
難
に
関
し
て
は
、
市
で
は
一
切

　
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

13
４
月
１
日
か
ら
羽
後
本
荘
駅
に

有
料
駐
車
場
を
開
設
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課

☎
24―

６
３
４
１

　
４
月
３
日
か
ら
入
浴
施
設
の
入

湯
料
等
割
引
券
な
ど
を
交
付
し
ま

す
。
利
用
可
能
な
店
舗
は
交
付
さ

れ
る
券
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

入
浴
施
設
の
入
湯
料
等
割
引
券

対
象

　次
の
い
ず
れ
か
の
該
当
者

❶
４
月
１
日
現
在
で
満
70
歳
～
74

　
歳
の
方
｟
昭
和
28
年
４
月
１
日

　
～
昭
和
23
年
４
月
２
日
生
ま
れ

　
の
方
｠
お
よ
び
身
体
障
が
い
者

　
の
認
定
を
受
け
て
い
る
満
65
歳

　
～
74
歳
の
方
｟
昭
和
33
年
４
月

　
１
日
～
昭
和
23
年
４
月
２
日
に

　
生
ま
れ
た
方
｠

交
付
枚
数

　１
０
０
円
割
引
券
10

枚
｟
年
度
内
１
回
の
み
交
付
｠

❷
４
月
１
日
現
在
満
75
歳
以
上
の

　
方
｟
昭
和
23
年
４
月
１
日
以
前

　
生
ま
れ
の
方
｠

交
付
枚
数

　１
０
０
円
割
引
券
20

枚
｟
年
度
内
１
回
の
み
交
付
｠

※

本
年
度
か
ら
長
寿
の
お
祝
い

と
し
て
75
歳
以
上
の
方
に
は
20

枚
交
付
し
ま
す
。

必
要
書
類

　本
人
確
認
書
類
｟
運

転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
｠

※

代
理
申
請
の
場
合
は
、
申
請
者

と
代
理
人
両
方
の
本
人
確
認
書
類

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

15

高
齢
者
向
け
入
湯
料
等
割
引
券
、

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
券
を
交
付

広報I D
1003462

広報I D
1005870

広報I D
1007877

対
象
　
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る

世
帯
の
う
ち
、
令
和
５
年
４
月
１

日
現
在
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く

「
要
介
護
４
」「
要
介
護
５
」
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
｟
施
設
入

所
者
お
よ
び
長
期
の
入
院
・
入
所

を
し
て
い
る
場
合
を
除
く
｠

必
要
書
類
　
主
な
介
護
者
、
ま
た

は
同
居
家
族
の
本
人
確
認
書
類

｟
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
｠

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
費
助
成
券

対
象
　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在

65
歳
以
上
の
方
｟
昭
和
33
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
｠

交
付
枚
数
　
千
円
助
成
券
３
枚

｟
年
度
内
１
回
の
み
交
付
｠

▽
在
宅
介
護
世
帯
向
け

長
寿
生
き
が
い
課

☎
24―

６
３
２
２

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
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問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
地
籍
調
査
班

☎
24―

６
２
５
７

　
本
年
度
は
次
の
地
域
で
地
籍
調

査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
対
象

の
方
に
は
後
日
、
案
内
文
書
を
送

付
し
ま
す
。

調
査
期
間
　
６
月
～
10
月
頃

対
象
　
▽
本
荘
地
域
｟
万
願
寺
字

栗
林
山
の
一
部
・
字
栗
林
の
一
部
・

字
高
森
｠　
▽
矢
島
地
域
｟
矢
島
町

立
石
字
長
泥
｠

前
年
度
調
査
成
果
の
本
閲
覧

▽
本
荘
地
域
｟
万
願
寺
字
栗
林
山

の
一
部
｠　
▽
矢
島
地
域
｟
矢
島
町

立
石
字
軽
井
沢
・
字
ウ
ト
ウ
山
｠

※

閲
覧
期
間
は
11
月
～
令
和
６
年

１
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※

本
荘
・
矢
島
以
外
の
地
域
は
調

査
を
終
え
て
い
ま
す
。

17
地
籍
調
査
の
予
定
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

市環境基本条例に基づく「環境基本計

画」の「第二次計画」を新たに策定しま

した。

　計画期間は令和５年４月１日から10年

３月 31 日までの５カ年です。

　この計画は、市の豊かな環境を保ち、

次世代に継承するために、より実現性の

高い環境政策の方向を示す計画です。計

画を効果的に実行するため、市民、事業

者、市が連携・協力しながら、それぞれ

の役割を果たし、本市の目指す環境像を

実現しましょう。

閲覧場所

▷市ホームページ（電子データ）

▷生活環境課および各総合支所市民サー

ビス課（紙冊子）

問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課

☎
24―

６
３
４
１

　
土
の
う
袋
の
回
収
を
行
い
ま
す

の
で
、
道
路
側
溝
清
掃
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
各
町
内
で

実
施
日
を
決
め
、
土
の
う
袋
の
集

積
場
所
と
個
数
を
建
設
管
理
課
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
道
路
側
溝
の
清
掃
は
、
雨
水
排

水
能
力
を
確
保
し
、
大
雨
時
の
冠

水
被
害
の
抑
制
に
役
立
ち
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

❶
５
月
31
日
㈬
ま
で
の
実
施
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

❷
土
の
う
袋
は
、
各
町
内
会
な
ど

　
で
ご
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
の
う
袋
以
外
の
も
の
は
回
収

　
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

　
さ
い
。

❸
側
溝
清
掃
で
発
生
し
た
土
の
う

　
は
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
付
近

　
な
ど
目
立
つ
場
所
に
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
。

❹
個
人
敷
地
内
の
土
砂
を
回
収
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

側
溝
の
ふ
た
上
げ
機
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

16
本
荘
地
域「
春
季
道
路
側
溝
清
掃
」に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

第二次
市環境基本計画の策定

問い合わせ先

生活環境課 ☎２４－６２５３

広
報
Ｉ
Ｄ

１
０
０
７
９
２
４

地域一斉クリーンアップ
へのご協力を
お願いします

　毎年４月は｢あきたクリーン強化月間｣、

４月16日㈰は「あきたビューティフルサン

デー」です。全県的なクリーンアップを実

施しています。

　各町内などで、一斉クリーンアップの協

力をお願いします。また、クリーンアップ

用のごみ袋を準備しています。必要な場合

は下記へご連絡ください。

問い合わせ先

［本荘地域］
生活環境課　☎２４－６２５３

［その他地域］
各総合支所市民サービス課

スポーツ振興くじ（ｔｏｔｏ）
「地域スポーツ施設整備事業」

問い合わせ先

文化・スポーツ課 ☎７４－８０３８

　宝くじの助成金で「鳥海トレーニングセ

ンター」と「ボートプラザアクアパル」の

設備整備が行われました。今後スポーツ進

行に大きく貢献することが期待されます。

この事業は、スポーツくじ（ＷＩＮＮＥＲ・

ｔｏｔｏ・ＢＩＧ）の販売により得られる

資金を財源として実施されています。

上：アクアパルに

設置された舵手付

きクオドルプル

左：床張り替え後

の鳥海トレーニン

グセンター

フロラ山形

会　長　　土門　尚三 さん

さぁ、世界へ！ 故郷の照葉樹林帯

　ジオパークを歩く、見る、聞く、そして、ジオパー

クを語る…。しかし、本当に大切なことが語られてい

るのだろうか。三崎山の溶岩流の末端崖に立って日本

海を望めば、水平線には飛島が見える。この両地の植

物相をひとことで言えば「タブノキ－ヤブツバキ群集

からなる照葉樹林帯の代表的な群落型が成立してい

る」だろう。そして何よりも大切なことは、この照葉

樹林帯が、そもそも熱帯山地型に位置づけられ、日本

の北限地であると同時に、世界の北限地であること

だ。なお、照葉樹林帯の北限を由利本荘市とする説も

あるが、第一に、飛島と三崎山より北には、それを上

回る規模のタブ林がないこと。第二に、北庄内一帯に

暖地性植物が濃密に分布することも北限地の根拠とし

た。念のために言い添えておけば、タブノキ林の北限

自生地は青森県深浦町岩崎武甕槌神社境内である。し

かし、そこはヤブツバキを欠き、照葉樹林帯とは呼べ

ない、寒々とした林相にびっくりした。

 「北上する対馬暖流の水平なる水循環による、照葉

樹林帯の世界の北限地」これが私たちの故郷だ。

　
地
震
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
揺
れ
に
よ
っ
て
生

じ
た
家
屋
の
倒
壊
、
家
具
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
転
倒
、
落

下
か
ら
身
体
を
安
全
に
守
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

　
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
は
、
２
０
０
８
年
に
ア
メ
リ
カ
で

生
ま
れ
た
地
震
の
一
斉
訓
練
で
、
地
震
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
地
震
発
生
直
後
に
「
姿
勢
を
低
く
し
て
、
頭
を

守
り
、
動
か
な
い
」
こ
と
で
、
と
っ
さ
に
身
を
守
る
訓
練
を

い
い
ま
す
。

【
第
13
回
】
防
災
コ
ラ
ム

知
っ
て
い
ま
す
か
？

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

　
気
象
庁
か
ら
、
大
き
な
地
震
の
予

測
に
よ
っ
て
、
緊
急
地
震
速
報
が
発

表
さ
れ
た
場
合
に
備
え
て
、
こ
の

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
実
践
し

て
、
と
っ
さ
に
身
を
守
る
習
慣
を
身

に
付
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
の

防
災
訓
練
で
、
こ
う
し
た
訓
練
を
数

秒
間
で
も
、
取
り
入
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

※

緊
急
地
震
速
報
は
、
２
月
１
日
か
ら
、

震
度
の
予
想
の
ほ
か
、
発
表
基
準
に
長
周

期
地
震
動
を
追
加
し
て
発
表
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

出典：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

くらしの防災通信

「日本海と大地がつくる水と命の循環」
鳥海山・飛島ジオパーク

リレーコラム
第99回

広報I D
1007872

　策定にあたり実施した

パブリックコメントには

たくさんのご意見をいた

だきました。ありがとう

ございました。

だしゅ
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問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
地
籍
調
査
班

☎
24―

６
２
５
７

　
本
年
度
は
次
の
地
域
で
地
籍
調

査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
対
象

の
方
に
は
後
日
、
案
内
文
書
を
送

付
し
ま
す
。

調
査
期
間
　
６
月
～
10
月
頃

対
象
　
▽
本
荘
地
域
｟
万
願
寺
字

栗
林
山
の
一
部
・
字
栗
林
の
一
部
・

字
高
森
｠　
▽
矢
島
地
域
｟
矢
島
町

立
石
字
長
泥
｠

前
年
度
調
査
成
果
の
本
閲
覧

▽
本
荘
地
域
｟
万
願
寺
字
栗
林
山

の
一
部
｠　
▽
矢
島
地
域
｟
矢
島
町

立
石
字
軽
井
沢
・
字
ウ
ト
ウ
山
｠

※

閲
覧
期
間
は
11
月
～
令
和
６
年

１
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※

本
荘
・
矢
島
以
外
の
地
域
は
調

査
を
終
え
て
い
ま
す
。

17
地
籍
調
査
の
予
定
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

市環境基本条例に基づく「環境基本計

画」の「第二次計画」を新たに策定しま

した。

　計画期間は令和５年４月１日から10年

３月 31 日までの５カ年です。

　この計画は、市の豊かな環境を保ち、

次世代に継承するために、より実現性の

高い環境政策の方向を示す計画です。計

画を効果的に実行するため、市民、事業

者、市が連携・協力しながら、それぞれ

の役割を果たし、本市の目指す環境像を

実現しましょう。

閲覧場所

▷市ホームページ（電子データ）

▷生活環境課および各総合支所市民サー

ビス課（紙冊子）

問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課

☎
24―

６
３
４
１

　
土
の
う
袋
の
回
収
を
行
い
ま
す

の
で
、
道
路
側
溝
清
掃
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
各
町
内
で

実
施
日
を
決
め
、
土
の
う
袋
の
集

積
場
所
と
個
数
を
建
設
管
理
課
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
道
路
側
溝
の
清
掃
は
、
雨
水
排

水
能
力
を
確
保
し
、
大
雨
時
の
冠

水
被
害
の
抑
制
に
役
立
ち
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

❶
５
月
31
日
㈬
ま
で
の
実
施
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

❷
土
の
う
袋
は
、
各
町
内
会
な
ど

　
で
ご
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
の
う
袋
以
外
の
も
の
は
回
収

　
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

　
さ
い
。

❸
側
溝
清
掃
で
発
生
し
た
土
の
う

　
は
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
付
近

　
な
ど
目
立
つ
場
所
に
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
。

❹
個
人
敷
地
内
の
土
砂
を
回
収
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

側
溝
の
ふ
た
上
げ
機
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

16
本
荘
地
域「
春
季
道
路
側
溝
清
掃
」に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

第二次
市環境基本計画の策定

問い合わせ先

生活環境課 ☎２４－６２５３

広
報
Ｉ
Ｄ

１
０
０
７
９
２
４

地域一斉クリーンアップ
へのご協力を
お願いします

　毎年４月は｢あきたクリーン強化月間｣、

４月16日㈰は「あきたビューティフルサン

デー」です。全県的なクリーンアップを実

施しています。

　各町内などで、一斉クリーンアップの協

力をお願いします。また、クリーンアップ

用のごみ袋を準備しています。必要な場合

は下記へご連絡ください。

問い合わせ先

［本荘地域］
生活環境課　☎２４－６２５３

［その他地域］
各総合支所市民サービス課

スポーツ振興くじ（ｔｏｔｏ）
「地域スポーツ施設整備事業」

問い合わせ先

文化・スポーツ課 ☎７４－８０３８

　宝くじの助成金で「鳥海トレーニングセ

ンター」と「ボートプラザアクアパル」の

設備整備が行われました。今後スポーツ進

行に大きく貢献することが期待されます。

この事業は、スポーツくじ（ＷＩＮＮＥＲ・

ｔｏｔｏ・ＢＩＧ）の販売により得られる

資金を財源として実施されています。

上：アクアパルに

設置された舵手付

きクオドルプル

左：床張り替え後

の鳥海トレーニン

グセンター

フロラ山形

会　長　　土門　尚三 さん

さぁ、世界へ！ 故郷の照葉樹林帯

　ジオパークを歩く、見る、聞く、そして、ジオパー

クを語る…。しかし、本当に大切なことが語られてい

るのだろうか。三崎山の溶岩流の末端崖に立って日本

海を望めば、水平線には飛島が見える。この両地の植

物相をひとことで言えば「タブノキ－ヤブツバキ群集

からなる照葉樹林帯の代表的な群落型が成立してい

る」だろう。そして何よりも大切なことは、この照葉

樹林帯が、そもそも熱帯山地型に位置づけられ、日本

の北限地であると同時に、世界の北限地であること

だ。なお、照葉樹林帯の北限を由利本荘市とする説も

あるが、第一に、飛島と三崎山より北には、それを上

回る規模のタブ林がないこと。第二に、北庄内一帯に

暖地性植物が濃密に分布することも北限地の根拠とし

た。念のために言い添えておけば、タブノキ林の北限

自生地は青森県深浦町岩崎武甕槌神社境内である。し

かし、そこはヤブツバキを欠き、照葉樹林帯とは呼べ

ない、寒々とした林相にびっくりした。

 「北上する対馬暖流の水平なる水循環による、照葉

樹林帯の世界の北限地」これが私たちの故郷だ。

　
地
震
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
揺
れ
に
よ
っ
て
生

じ
た
家
屋
の
倒
壊
、
家
具
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
転
倒
、
落

下
か
ら
身
体
を
安
全
に
守
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

　
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
は
、
２
０
０
８
年
に
ア
メ
リ
カ
で

生
ま
れ
た
地
震
の
一
斉
訓
練
で
、
地
震
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
地
震
発
生
直
後
に
「
姿
勢
を
低
く
し
て
、
頭
を

守
り
、
動
か
な
い
」
こ
と
で
、
と
っ
さ
に
身
を
守
る
訓
練
を

い
い
ま
す
。

【
第
13
回
】
防
災
コ
ラ
ム

知
っ
て
い
ま
す
か
？

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

　
気
象
庁
か
ら
、
大
き
な
地
震
の
予

測
に
よ
っ
て
、
緊
急
地
震
速
報
が
発

表
さ
れ
た
場
合
に
備
え
て
、
こ
の

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
実
践
し

て
、
と
っ
さ
に
身
を
守
る
習
慣
を
身

に
付
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
の

防
災
訓
練
で
、
こ
う
し
た
訓
練
を
数

秒
間
で
も
、
取
り
入
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

※

緊
急
地
震
速
報
は
、
２
月
１
日
か
ら
、

震
度
の
予
想
の
ほ
か
、
発
表
基
準
に
長
周

期
地
震
動
を
追
加
し
て
発
表
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

出典：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

くらしの防災通信

「日本海と大地がつくる水と命の循環」
鳥海山・飛島ジオパーク

リレーコラム
第99回

広報I D
1007872

　策定にあたり実施した

パブリックコメントには

たくさんのご意見をいた

だきました。ありがとう

ございました。

だしゅ
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西
目
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
が

指
定
管
理
者
の
管
理
に
な
り
ま
す

　
西
目
カ
ン
ト
リ
ー

パ
ー
ク
の
サ
ッ
カ
ー

場
・
多
目
的
広
場
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
ち

び
っ
子
広
場
が
４
月
１
日
か
ら
指
定

管
理
者
で
あ
る
㈱
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ

の
管
理
に
な
り
ま
す
。

　
施
設
に
関
し
て
は
、
サ
ッ
カ
ー
場

管
理
棟
｟
☎
33‐

４
４
４
０
｠
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
　
☎
74‐

８
０
３
８

道
の
駅
岩
城
を
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ

ネ
ッ
ツ
㈱
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運

営
し
ま
す

　
港
の
湯
は
４
月

１
日
か
ら
営
業
し

て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
来
館
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
レ
ス
ト
ラ
ン
・
売
店
な
ど
は
４
月

　
下
旬
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

　
ン
の
予
定
で
す
。

営
業
時
間
　
９
時
～
20
時
｟
19
時
半

　
最
終
受
け
付
け
｠

休
館
日
　
４
月
12
日
㈬

問
い
合
わ
せ
　
道
の
駅
岩
城

　
　
　
　
　
　
☎
73‐

３
７
８
９

高
橋
宏
幸
Ｗ
Ｅ
Ｂ
美
術
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
故

高
橋
宏
幸
先
生
｟
東
由
利
地

域
出
身
｠
の
原
画
作
品
の
ほ
か
、
過

去
の
「
高
橋
宏
幸
賞

感
想
文
・
感

想
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
作
品
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
「
高
橋
宏
幸
賞
Ｗ
Ｅ
Ｂ
美
術
館
」
は
、

昨
年
末
か
ら
一
部
で
公
開
を
開
始
し

て
い
ま
し
た
が
、
３
月
末
に
第
16
回

～
30
回
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
が
追

加
公
開
と
な
り
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
当
時
を
懐
か
し
く
振
り
返
り

な
が
ら
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
東
由
利
教
育
学
習
課

　
　
　
　
　
　
☎
69‐

２
３
１
０

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
声
の
広
報

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
い
ず
れ
も
無
料
で
す
の
で
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
の
派
遣

　
聴
覚
障
が
い
、
音
声
言
語
機
能
障

が
い
の
方
々
へ
の
日
常
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、
手
話
通
訳
者
、
要
約
筆

記
者
を
派
遣
し
ま
す
。

声
の
広
報

　
視
覚
障
が
い
者
の
方
に
広
報
ゆ
り

ほ
ん
じ
ょ
う
の
内
容
を
Ｃ
Ｄ
に
収
録

し
た
も
の
を
月
２
回
お
届
け
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
支
援
課
　
☎
24‐

６
３
１
４

　
　
　
　
　
　
　
　
24‐

０
４
８
０

不
動
産
管
理
に
関
す
る
制
度
の

改
正
・
新
法
施
行
の
お
知
ら
せ

　
４
月
１
日
か
ら
不
動
産
の
管
理
に

関
す
る
制
度
が
改
正
さ
れ
、
４
月
27

日
か
ら
は
新
し
い
法
律
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。「
放
置
さ
れ
て
い
る
空
き

地
が
あ
り
迷
惑
し
て
い
る
」「
利
用

さ
れ
て
い
な
い
空
き
地
を
取
得
し
た

い
」
な
ど
お
考
え
の
方
は
〖
所
有
者

不
明
土
地
・
建
物
管
理
制
度
〗
の
改

正
に
よ
り
手
続
き
が
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　
ま
た
「
相
続
し
た
不
動
産
を
放
棄

し
た
い
」
な
ど
お
考
え
の
方
は
〖
相

続
等
に
よ
り
取
得
し
た
土
地
所
有
権

の
国
庫
へ
の
帰
属
に
関
す
る
法
律
〗

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
秋
田
県
土
地
家
屋
調

　
査
士
会
　
本
荘
支
部

☎
23‐

３
６
３
１

南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

業
務
委
託
し
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
市
で
は
南
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
業
務
委
託
し
ま
す
。

　
矢
島
・
由
利
・
鳥
海
地
域
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、

高
齢
者
の
相
談
は
南
部
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
在
地

矢
島
町
城
内
字
八
森
下

　
４
８
６
番
地
１

問
い
合
わ
せ
　
南
部
地
域
包
括
支
援

　
セ
ン
タ
ー
｟
社
会
福
祉
協
議
会
矢

　
島
支
所
内
｠　
☎
44‐

８
８
４
１

子
吉
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
４
月
23
日
㈰

　
　
　
７
時
半
～
８
時
半

会
場
　
友
水
公
園
｟
ア
ク
ア
パ
ル
前

　
河
川
敷
｠、
せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
ク
｟
本

　
荘
第
一
病
院
裏
｠、
由
利
橋
石
脇

　
側

※

ご
み
袋
、
軍
手
な
ど
は
準
備
し
て

い
ま
す
。
小
雨
決
行
。

問
い
合
わ
せ
　
子
吉
川
市
民
会
議
・

　
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
｟
ア
ク
ア
パ
ル

　
内
｠　
☎
22‐

５
６
１
１

そ
の
他

第26回図書館を使った調べる学習コンクール

（全国コンクール）で次の皆さんが受賞しました。

奨励賞　「私たちの街岩城と福島県いわき市２つ

　　　　のｉｗａｋｉ　安寿と厨子王伝説から岩

　　　　城のルーツを探る」

　　　　岩城小学校４年　大滝安寿さん、父の大

　　　　滝繁和さん

佳　作　「クマだってほんとうは山でくらしたい」

　　　　西目小学校４年　正木優希人さん

ＦＡＸ

申  問　中央図書館　
　　　  ☎２２－４９００

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

4月５施設の催事案内㋕カダーレ  ☎22－2500　㋐アクアパル  ☎22－5611
◯総合体育館  ☎62－0500　㋛シーガル  ☎33－2315
㋤ナイスアリーナ  ☎22－0001
総

【５月の休館日】　
カダーレ：９日㈫、23日㈫
アクアパル：１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、29日㈪
総合体育館：８日㈪、22日㈪
ナイスアリーナ：15日㈪

1 土

2 日
3 月
4 火
5 水
6 木

7 金

8 土
9 日

10 月
11 火
12 水
13 木

14 金

15 土

16 日
17 月
18 火
19 水
20 木

21 金

22 土

23 日

24 月
25 火
26 水
27 木
28 金
29 土

30 日

休館日　㋕

休館日　㋕

秋田よしもとカダーレライブVol.4
　　　　　　　  　17時半～（17時開場）　入場料あり　㋕
はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～13時半　㋕

ピアノリレー2023～春～（～８日）
　９時半～１７時５分（８日は16時15分まで）  参加料あり  ㋕

ハンドメイドマーケット　10時～15時　㋕

休館日　㋐

キヤノンフォトクラブ本荘　第12回写真展（～16日）
     　９時～17時（14日は12時から、16日は16時まで）　㋕
Joy Saxophone Ensemble 3rd 路上ライブ  18時～   ㋕
ごほう美マルシェ vol.3　９時～16時　㋕

休館日　㋐　㋤

日展入選記念　第42回　加藤新市絵画展（～24日）
　 9時半～17時半（21日は12時から、24日は16時まで）　㋕
令和5年度世界自閉症啓発デーオンライン講演会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　14時～16時　㋕

はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～13時半　㋕
混声合唱団 コールエコーアンサンブルSpring Concert
　　　　　　　　　　　　　　14時～（13時半開場）　㋕

本荘海岸林を守る会　植菌体験会　10時～  参加料あり  ㋕
Novelbright LIVE TOUR 2023 ～ODYSSEY～
　　　　　　　　　  17時～（16時開場）　入場料あり　㋕

総休館日　㋐　◯

総休館日　㋐　◯

行
事
予
定

月
の

５

〇4月の各館行事カレンダー

【本荘】東光館（赤田）
　※4月7日㈮入れ替え
【大内】下川大内出張所、上川大内出張所
　※4月14日㈮入れ替え
【鳥海】笹子出張所　【東由利】佐藤病院 老方診療所
　※中旬頃入替え
※移動文庫は、月に１回入れ替えして常設しています。

出演：つくしんぼ

出演：すずめの巣

出演：ゆりかごの会

出演：ゆりかごの会

出演：お話グループにじ

出演：国境なき話し手

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

大人向けの絵本の読み聞かせ、ほか

外国語の絵本の読み聞かせ、ほか

おはなしでてこい

おはなしのへや

おはなし会

えほんでこんにちは

大人のための絵本タイム

ヨミキカセ・ワールドワイド

由利

出羽

中央

中央

中央

中央

2日㈰

8日㈯

15日㈯

20日㈭

22日㈯

10時半～11時半

14時半～15時

10時半～11時半

10時半～11時

18時半～19時10分

10時半～11時半

（中央）＝中央図書館、（岩城）＝岩城図書館、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館

○今月の移動文庫
中央図書館

岩城図書館

由利図書館

出羽伝承館

11日㈫、25日㈫、28日㈮

3日㈪、10日㈪、17日㈪､24日㈪､29日（土・祝） 

29日（土・祝）

3日㈪、10日㈪、17日㈪､24日㈪、30日㈰

※状況により変更になる場合があります。〇休館日

第43回「手づくり絵本展」
－作品募集！－
　「第43回手づくり絵本展」への作品を募集し
ます。絵本のテーマや材料などは自由です。た
くさんのご応募をお待ちしています。
　手づくり絵本展は、４月29日（土・祝）～５月
30日㈫に中央図書館で開催する予定です。
募集期間　４月１日㈯～４月24日㈪
○作品について     
出品は個人・団体問いません。
①内容は自由（作品の大きさ、ページ数、材質
　のほか、貼り絵や切り絵、写真など）。
②作品には「タイトル」「住所」「氏名」「電話
　番号」を、児童・生徒の場合は「学校名」「学
　年」を記入した用紙（様式自由）を添えてく
　ださい。
○応募先・問い合わせ
　中央図書館　☎２２－４９００

前列左から大滝安寿さん、繁和さん、正木優希人さん
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な
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・
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４
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。
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４
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時
間
　
９
時
～
20
時
｟
19
時
半

　
最
終
受
け
付
け
｠

休
館
日
　
４
月
12
日
㈬

問
い
合
わ
せ
　
道
の
駅
岩
城

　
　
　
　
　
　
☎
73‐

３
７
８
９

高
橋
宏
幸
Ｗ
Ｅ
Ｂ
美
術
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
故

高
橋
宏
幸
先
生
｟
東
由
利
地

域
出
身
｠
の
原
画
作
品
の
ほ
か
、
過

去
の
「
高
橋
宏
幸
賞

感
想
文
・
感

想
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
作
品
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
「
高
橋
宏
幸
賞
Ｗ
Ｅ
Ｂ
美
術
館
」
は
、

昨
年
末
か
ら
一
部
で
公
開
を
開
始
し

て
い
ま
し
た
が
、
３
月
末
に
第
16
回

～
30
回
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
が
追

加
公
開
と
な
り
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
当
時
を
懐
か
し
く
振
り
返
り

な
が
ら
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
東
由
利
教
育
学
習
課

　
　
　
　
　
　
☎
69‐

２
３
１
０

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
声
の
広
報

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
い
ず
れ
も
無
料
で
す
の
で
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
の
派
遣

　
聴
覚
障
が
い
、
音
声
言
語
機
能
障

が
い
の
方
々
へ
の
日
常
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、
手
話
通
訳
者
、
要
約
筆

記
者
を
派
遣
し
ま
す
。

声
の
広
報

　
視
覚
障
が
い
者
の
方
に
広
報
ゆ
り

ほ
ん
じ
ょ
う
の
内
容
を
Ｃ
Ｄ
に
収
録

し
た
も
の
を
月
２
回
お
届
け
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
支
援
課
　
☎
24‐

６
３
１
４

　
　
　
　
　
　
　
　
24‐

０
４
８
０

不
動
産
管
理
に
関
す
る
制
度
の

改
正
・
新
法
施
行
の
お
知
ら
せ

　
４
月
１
日
か
ら
不
動
産
の
管
理
に

関
す
る
制
度
が
改
正
さ
れ
、
４
月
27

日
か
ら
は
新
し
い
法
律
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。「
放
置
さ
れ
て
い
る
空
き

地
が
あ
り
迷
惑
し
て
い
る
」「
利
用

さ
れ
て
い
な
い
空
き
地
を
取
得
し
た

い
」
な
ど
お
考
え
の
方
は
〖
所
有
者

不
明
土
地
・
建
物
管
理
制
度
〗
の
改

正
に
よ
り
手
続
き
が
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　
ま
た
「
相
続
し
た
不
動
産
を
放
棄

し
た
い
」
な
ど
お
考
え
の
方
は
〖
相

続
等
に
よ
り
取
得
し
た
土
地
所
有
権

の
国
庫
へ
の
帰
属
に
関
す
る
法
律
〗

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
秋
田
県
土
地
家
屋
調

　
査
士
会
　
本
荘
支
部

☎
23‐

３
６
３
１

南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

業
務
委
託
し
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
市
で
は
南
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
業
務
委
託
し
ま
す
。

　
矢
島
・
由
利
・
鳥
海
地
域
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、

高
齢
者
の
相
談
は
南
部
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
在
地

矢
島
町
城
内
字
八
森
下

　
４
８
６
番
地
１

問
い
合
わ
せ
　
南
部
地
域
包
括
支
援

　
セ
ン
タ
ー
｟
社
会
福
祉
協
議
会
矢

　
島
支
所
内
｠　
☎
44‐

８
８
４
１

子
吉
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
４
月
23
日
㈰

　
　
　
７
時
半
～
８
時
半

会
場
　
友
水
公
園
｟
ア
ク
ア
パ
ル
前

　
河
川
敷
｠、
せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
ク
｟
本

　
荘
第
一
病
院
裏
｠、
由
利
橋
石
脇

　
側

※

ご
み
袋
、
軍
手
な
ど
は
準
備
し
て

い
ま
す
。
小
雨
決
行
。

問
い
合
わ
せ
　
子
吉
川
市
民
会
議
・

　
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
｟
ア
ク
ア
パ
ル

　
内
｠　
☎
22‐

５
６
１
１

そ
の
他

第26回図書館を使った調べる学習コンクール

（全国コンクール）で次の皆さんが受賞しました。

奨励賞　「私たちの街岩城と福島県いわき市２つ

　　　　のｉｗａｋｉ　安寿と厨子王伝説から岩

　　　　城のルーツを探る」

　　　　岩城小学校４年　大滝安寿さん、父の大

　　　　滝繁和さん

佳　作　「クマだってほんとうは山でくらしたい」

　　　　西目小学校４年　正木優希人さん

ＦＡＸ

申  問　中央図書館　
　　　  ☎２２－４９００

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

4月５施設の催事案内㋕カダーレ  ☎22－2500　㋐アクアパル  ☎22－5611
◯総合体育館  ☎62－0500　㋛シーガル  ☎33－2315
㋤ナイスアリーナ  ☎22－0001
総

【５月の休館日】　
カダーレ：９日㈫、23日㈫
アクアパル：１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、29日㈪
総合体育館：８日㈪、22日㈪
ナイスアリーナ：15日㈪

1 土

2 日
3 月
4 火
5 水
6 木

7 金

8 土
9 日

10 月
11 火
12 水
13 木

14 金

15 土

16 日
17 月
18 火
19 水
20 木

21 金

22 土

23 日

24 月
25 火
26 水
27 木
28 金
29 土

30 日

休館日　㋕

休館日　㋕

秋田よしもとカダーレライブVol.4
　　　　　　　  　17時半～（17時開場）　入場料あり　㋕
はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～13時半　㋕

ピアノリレー2023～春～（～８日）
　９時半～１７時５分（８日は16時15分まで）  参加料あり  ㋕

ハンドメイドマーケット　10時～15時　㋕

休館日　㋐

キヤノンフォトクラブ本荘　第12回写真展（～16日）
     　９時～17時（14日は12時から、16日は16時まで）　㋕
Joy Saxophone Ensemble 3rd 路上ライブ  18時～   ㋕
ごほう美マルシェ vol.3　９時～16時　㋕

休館日　㋐　㋤

日展入選記念　第42回　加藤新市絵画展（～24日）
　 9時半～17時半（21日は12時から、24日は16時まで）　㋕
令和5年度世界自閉症啓発デーオンライン講演会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　14時～16時　㋕

はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～13時半　㋕
混声合唱団 コールエコーアンサンブルSpring Concert
　　　　　　　　　　　　　　14時～（13時半開場）　㋕

本荘海岸林を守る会　植菌体験会　10時～  参加料あり  ㋕
Novelbright LIVE TOUR 2023 ～ODYSSEY～
　　　　　　　　　  17時～（16時開場）　入場料あり　㋕

総休館日　㋐　◯

総休館日　㋐　◯

行
事
予
定

月
の
月月
５

〇4月の各館行事カレンダー

【本荘】東光館（赤田）
　※4月7日㈮入れ替え
【大内】下川大内出張所、上川大内出張所
　※4月14日㈮入れ替え
【鳥海】笹子出張所　【東由利】佐藤病院 老方診療所
　※中旬頃入替え
※移動文庫は、月に１回入れ替えして常設しています。

出演：つくしんぼ

出演：すずめの巣

出演：ゆりかごの会

出演：ゆりかごの会

出演：お話グループにじ

出演：国境なき話し手

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

大人向けの絵本の読み聞かせ、ほか

外国語の絵本の読み聞かせ、ほか

おはなしでてこい

おはなしのへや

おはなし会

えほんでこんにちは

大人のための絵本タイム

ヨミキカセ・ワールドワイド

由利

出羽

中央

中央

中央

中央

2日㈰

8日㈯

15日㈯

20日㈭

22日㈯

10時半～11時半

14時半～15時

10時半～11時半

10時半～11時

18時半～19時10分

10時半～11時半

（中央）＝中央図書館、（岩城）＝岩城図書館、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館

○今月の移動文庫
中央図書館

岩城図書館

由利図書館

出羽伝承館

11日㈫、25日㈫、28日㈮

3日㈪、10日㈪、17日㈪､24日㈪､29日（土・祝） 

29日（土・祝）

3日㈪、10日㈪、17日㈪､24日㈪、30日㈰

※状況により変更になる場合があります。〇休館日

第43回「手づくり絵本展」
－作品募集！－
　「第43回手づくり絵本展」への作品を募集し
ます。絵本のテーマや材料などは自由です。た
くさんのご応募をお待ちしています。
　手づくり絵本展は、４月29日（土・祝）～５月
30日㈫に中央図書館で開催する予定です。
募集期間　４月１日㈯～４月24日㈪
○作品について     
出品は個人・団体問いません。
①内容は自由（作品の大きさ、ページ数、材質
　のほか、貼り絵や切り絵、写真など）。
②作品には「タイトル」「住所」「氏名」「電話
　番号」を、児童・生徒の場合は「学校名」「学
　年」を記入した用紙（様式自由）を添えてく
　ださい。
○応募先・問い合わせ
　中央図書館　☎２２－４９００

前列左から大滝安寿さん、繁和さん、正木優希人さん
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おたふくかぜワクチン接種費用　　　　
　　　　　　　　　　　　を助成します

▶▶催し・お知らせ

■助産師相談日のお知らせ

　助産師へ妊娠や出産、育児に

ついての悩みを相談してみませ

んか。身長や体重なども計測で

きます。要申し込み、電話での

相談も可能です。

日時　４月５日㈬、12日㈬、19

　日㈬、26日㈬　９時～15時

会場　本荘保健センター

対象 妊産婦、乳幼児とその家族

定員　１日３組

持ち物　母子健康手帳、バスタ

　オル１枚

申し込み　子育て世代包括支援

　センター「ふぁみりあ」

☎０８０－２８４５－６７２０

■こころの相談日のお知らせ

　家族や仕事、子育て、学校生

活のことなど、困り事を臨床心

理士へ気軽に相談できます。

日時　４月19日㈬、10時15分～

　11時、11時15分～正午、13時半

　～14時15分　※１人45分予約

　制、１日３人まで

会場　本荘保健センター

申し込み　４月17日㈪まで、健

　康づくり課　　

■産後のママと赤ちゃん向け教室

　赤ちゃんの発達を促すふれあい

方や遊び方などを学びます。

日程　４月28日㈮　

時間　①10時～11時半　

　　　②13時半～15時

対象　①１カ月健診以

　降生後４カ月頃まで　

　②４カ月健診以降

　生後６カ月頃まで

会場　本荘保健センター

持ち物　母子健康手帳、バスタオ

　ル２枚

定員　各５組

申し込み　４月21日㈮まで、子育

　て世代包括支援センター「ふぁ

　みりあ」　☎０８０－２８４５

　－６７２０

■夜のインターバル速歩実践会

　仕事帰りに運動してみませんか。

未経験の方もぜひ参加ください。

日時　４月24日㈪　19時～20時

　（受け付け18時45分～）

会場　ナイスアリーナ

定員　50人

持ち物　室内用運動靴、タオル、

　飲み物　※動きやすい服装

申し込み　４月21日㈮まで、ナイ

　スアリーナ　☎２２－０００１

※４月17日㈪は休館日です。

■「由利本荘にかほ市民が健康を

守る会」催し

　参加無料。要事前申し込み。

体操教室

日時　４月５日㈬　14時～15時半

講師　健康アドバイザー　佐々木

　もと子さん

持ち物　動きやすい服装

いこいのカフェ

　軽く運動しながら病気や介護の

悩みを話しませんか。

日時　４月12日㈬　14時～15時半

講師　認知症予防脳トレ士　齋藤

　真弓さん

持ち物　動きやすい服装、タオル、

　飲み物

認知症の人と家族のつどい

　認知症の人やその家族の方など

とお茶を飲みながら話しませんか。

日時　４月22日㈯　14時～15時半

定員　各10人

会場　同会事務所(石脇字石脇２)

申し込み　谷合さん　☎０９０－

　６１４９－８７５６

■秋田県健康づくり協議会参加事

業「楽しく歌って健康に！」

　健康づくりにつながる歌唱法を

学んだり、上手な歌を聞いたりし

ませんか。参加無料。

日時　４月23日㈰　13時半～15時

会場　アクアパル

問　秋田県大衆音楽協会由利本荘

　支部　☎０８０－１８１８－９

　５５２

市協力医療機関で接種をした方は、

市助成分（４千円）を差し引いた額を

医療機関の窓口でお支払いください。

協力医療機関外で全額自己負担で接種

を受けた場合は、申請により助成を受

けることができます。

対象　本市に住民登録され、下記の年齢に当てはまる方

　①初回（１回目）･･･１歳以上２歳未満

　②追加（２回目）･･･５歳～７歳未満（就学前の１年間：　

　平成29年４月２日生まれ～30年４月１日生まれ)

問　健康づくり課

　これまで、子宮頸がんワクチンの定期予防接種

に９価ワクチンは含まれていませんでしたが、４

月から定期予防接種に追加されることになりまし

た。対象者には準備が整い次第通知します。

通知が届く前に接種を希望される方はご相談くだ

さい。

問　健康づくり課

これまで、四種混合ワクチンは生後３カ月から

接種可能でしたが、４月１日より生後２カ月から

接種できます。これにより、生後６カ月未満の乳

児の罹患と重症化を減少させることが期待されま

す。接種スケジュールについては、かかりつけ医

とご相談ください。

問　健康づくり課

四種混合ワクチンの接種時期が
生後２カ月からに前倒しになります

子宮頸がんワクチンの定期予防接種に
　　　　９価ワクチンが追加されます

対象年齢

51 歳

53 歳

55 歳

57 歳

59 歳

生年月日

昭和 47 年４月２日～昭和 48 年４月１日生

昭和 45 年４月２日～昭和 46 年４月１日生

昭和 43 年４月２日～昭和 44 年４月１日生

昭和 41 年４月２日～昭和 42 年４月１日生

昭和 39 年４月２日～昭和 40 年４月１日生

○令和５年度に内視鏡検査を受けた方は

　翌年（令和６年）度の胃がん検診（バ

　リウム検査、内視鏡検査）の対象外と

　なります。

○内視鏡検査は医療機関の判断で検査の

　対象外となる場合もあり

　ます。詳しくは市ホーム

　ページをご覧ください。

◆バリウム検査

料金　無料

検診場所　各地域の集団検診

　　　　　由利組合総合病院（個別検診）

実施期間　各地域の集団検診：５月～７月

　　　　　個別検診：６月～12月

申し込み　要事前申込み

※各地域の検診申し込み調査で希望した方は再度

申し込む必要はありません。申し込みを忘れた方

は、問い合わせ先までご相談ください。

◆内視鏡検査検査　

料金　４千円（保険診療で生検を行った場合、別

　途自己負担が発生します）

検診場所　県内の協力医療機関（申し込み者に７

　月頃に受診券と協力医療機関一覧を送付予定）

実施期間　８月～12月頃まで　

申し込み　５月31日㈬まで、健康づくり課

※各地域の検診申込み調査でバリウム検査

を申し込んだ方で内視鏡検査への変更を希

望される場合は再度お申し込みください。

問　健康づくり課または各総合支所市民サービス課（岩城は保健センター）

広
報
Ｉ
Ｄ

　

１
０
０
３
７
９
７

▲Ｗｅｂから
も申し込み可

令和５年度に51歳、53歳、55歳、57歳、59歳になる方へ

　胃がん検診のバリウム検査・内視鏡検査を選択できます

◆対象者　※令和６年４月１日現在の年齢です

備　　　考
４カ月児健診 〇４か月⇒14時～14時30分

〇10か月
　１日～15日生まれ
　　⇒12時45分～13時
　16日～31日生まれ
　　⇒13時～13時15分

１日～15日生まれ
　⇒12時30分～12時50分
16日～31日生まれ
　⇒13時～13時20分

１日～15日生まれ
　⇒13時～13時15分
16日～31日生まれ
　⇒13時25分～13時40分

令和４年12月生まれ

本荘保健センター

ご家庭で聴力・視力検査を行ってきてください

事　　業　　名 実施日 受 付 時 間 対　象　者 実 施 場 所

< 感染症対策＞ ●会場内で付き添う保護者は１人でお願いします。
●密を避けるため乳幼児健診では生まれ日で受け付け時間を区分しています（上記の受付時間参照）。
●学級閉鎖やご家族の職場で感染症が流行している場合はご相談ください。

○母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください

○７カ月児健診は個別受診となります

○当日受診できない場合や不明な点がある場合は、当該地域の保健センターまたは市民サービス課へご相談ください4月 乳幼児健診

２歳児歯科健診

１歳６カ月児健診

３歳児健診

10カ月児健診

10日㈪

25日㈫

12日㈬

17日㈪

令和３年１月生まれ

令和３年９月生まれ

令和元年10月生まれ

令和４年６月生まれ

たにあい
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おたふくかぜワクチン接種費用　　　　
　　　　　　　　　　　　を助成します

▶▶催し・お知らせ

■助産師相談日のお知らせ

　助産師へ妊娠や出産、育児に

ついての悩みを相談してみませ

んか。身長や体重なども計測で

きます。要申し込み、電話での

相談も可能です。

日時　４月５日㈬、12日㈬、19

　日㈬、26日㈬　９時～15時

会場　本荘保健センター

対象 妊産婦、乳幼児とその家族

定員　１日３組

持ち物　母子健康手帳、バスタ

　オル１枚

申し込み　子育て世代包括支援

　センター「ふぁみりあ」

☎０８０－２８４５－６７２０

■こころの相談日のお知らせ

　家族や仕事、子育て、学校生

活のことなど、困り事を臨床心

理士へ気軽に相談できます。

日時　４月19日㈬、10時15分～

　11時、11時15分～正午、13時半

　～14時15分　※１人45分予約

　制、１日３人まで

会場　本荘保健センター

申し込み　４月17日㈪まで、健

　康づくり課　　

■産後のママと赤ちゃん向け教室

　赤ちゃんの発達を促すふれあい

方や遊び方などを学びます。

日程　４月28日㈮　

時間　①10時～11時半　

　　　②13時半～15時

対象　①１カ月健診以

　降生後４カ月頃まで　

　②４カ月健診以降

　生後６カ月頃まで

会場　本荘保健センター

持ち物　母子健康手帳、バスタオ

　ル２枚

定員　各５組

申し込み　４月21日㈮まで、子育

　て世代包括支援センター「ふぁ

　みりあ」　☎０８０－２８４５

　－６７２０

■夜のインターバル速歩実践会

　仕事帰りに運動してみませんか。

未経験の方もぜひ参加ください。

日時　４月24日㈪　19時～20時

　（受け付け18時45分～）

会場　ナイスアリーナ

定員　50人

持ち物　室内用運動靴、タオル、

　飲み物　※動きやすい服装

申し込み　４月21日㈮まで、ナイ

　スアリーナ　☎２２－０００１

※４月17日㈪は休館日です。

■「由利本荘にかほ市民が健康を

守る会」催し

　参加無料。要事前申し込み。

体操教室

日時　４月５日㈬　14時～15時半

講師　健康アドバイザー　佐々木

　もと子さん

持ち物　動きやすい服装

いこいのカフェ

　軽く運動しながら病気や介護の

悩みを話しませんか。

日時　４月12日㈬　14時～15時半

講師　認知症予防脳トレ士　齋藤

　真弓さん

持ち物　動きやすい服装、タオル、

　飲み物

認知症の人と家族のつどい

　認知症の人やその家族の方など

とお茶を飲みながら話しませんか。

日時　４月22日㈯　14時～15時半

定員　各10人

会場　同会事務所(石脇字石脇２)

申し込み　谷合さん　☎０９０－

　６１４９－８７５６

■秋田県健康づくり協議会参加事

業「楽しく歌って健康に！」

　健康づくりにつながる歌唱法を

学んだり、上手な歌を聞いたりし

ませんか。参加無料。

日時　４月23日㈰　13時半～15時

会場　アクアパル

問　秋田県大衆音楽協会由利本荘

　支部　☎０８０－１８１８－９

　５５２

市協力医療機関で接種をした方は、

市助成分（４千円）を差し引いた額を

医療機関の窓口でお支払いください。

協力医療機関外で全額自己負担で接種

を受けた場合は、申請により助成を受

けることができます。

対象　本市に住民登録され、下記の年齢に当てはまる方

　①初回（１回目）･･･１歳以上２歳未満

　②追加（２回目）･･･５歳～７歳未満（就学前の１年間：　

　平成29年４月２日生まれ～30年４月１日生まれ)

問　健康づくり課

　これまで、子宮頸がんワクチンの定期予防接種

に９価ワクチンは含まれていませんでしたが、４

月から定期予防接種に追加されることになりまし

た。対象者には準備が整い次第通知します。

通知が届く前に接種を希望される方はご相談くだ

さい。

問　健康づくり課

これまで、四種混合ワクチンは生後３カ月から

接種可能でしたが、４月１日より生後２カ月から

接種できます。これにより、生後６カ月未満の乳

児の罹患と重症化を減少させることが期待されま

す。接種スケジュールについては、かかりつけ医

とご相談ください。

問　健康づくり課

四種混合ワクチンの接種時期が
生後２カ月からに前倒しになります

子宮頸がんワクチンの定期予防接種に
　　　　９価ワクチンが追加されます

対象年齢

51 歳

53 歳

55 歳

57 歳

59 歳

生年月日

昭和 47 年４月２日～昭和 48 年４月１日生

昭和 45 年４月２日～昭和 46 年４月１日生

昭和 43 年４月２日～昭和 44 年４月１日生

昭和 41 年４月２日～昭和 42 年４月１日生

昭和 39 年４月２日～昭和 40 年４月１日生

○令和５年度に内視鏡検査を受けた方は

　翌年（令和６年）度の胃がん検診（バ

　リウム検査、内視鏡検査）の対象外と

　なります。

○内視鏡検査は医療機関の判断で検査の

　対象外となる場合もあり

　ます。詳しくは市ホーム

　ページをご覧ください。

◆バリウム検査

料金　無料

検診場所　各地域の集団検診

　　　　　由利組合総合病院（個別検診）

実施期間　各地域の集団検診：５月～７月

　　　　　個別検診：６月～12月

申し込み　要事前申込み

※各地域の検診申し込み調査で希望した方は再度

申し込む必要はありません。申し込みを忘れた方

は、問い合わせ先までご相談ください。

◆内視鏡検査検査　

料金　４千円（保険診療で生検を行った場合、別

　途自己負担が発生します）

検診場所　県内の協力医療機関（申し込み者に７

　月頃に受診券と協力医療機関一覧を送付予定）

実施期間　８月～12月頃まで　

申し込み　５月31日㈬まで、健康づくり課

※各地域の検診申込み調査でバリウム検査

を申し込んだ方で内視鏡検査への変更を希

望される場合は再度お申し込みください。

問　健康づくり課または各総合支所市民サービス課（岩城は保健センター）

広
報
Ｉ
Ｄ
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▲Ｗｅｂから
も申し込み可

令和５年度に51歳、53歳、55歳、57歳、59歳になる方へ

　胃がん検診のバリウム検査・内視鏡検査を選択できます

◆対象者　※令和６年４月１日現在の年齢です

○令和５年度に内視鏡検査を受けた方は

備　　　考
４カ月児健診 〇４か月⇒14時～14時30分

〇10か月
　１日～15日生まれ
　　⇒12時45分～13時
　16日～31日生まれ
　　⇒13時～13時15分

１日～15日生まれ
　⇒12時30分～12時50分
16日～31日生まれ
　⇒13時～13時20分

１日～15日生まれ
　⇒13時～13時15分
16日～31日生まれ
　⇒13時25分～13時40分

令和４年12月生まれ

本荘保健センター

ご家庭で聴力・視力検査を行ってきてください

事　　業　　名 実施日 受 付 時 間 対　象　者 実 施 場 所

< 感染症対策＞ ●会場内で付き添う保護者は１人でお願いします。
●密を避けるため乳幼児健診では生まれ日で受け付け時間を区分しています（上記の受付時間参照）。
●学級閉鎖やご家族の職場で感染症が流行している場合はご相談ください。

○母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください

○７カ月児健診は個別受診となります

○当日受診できない場合や不明な点がある場合は、当該地域の保健センターまたは市民サービス課へご相談ください4月 乳幼児健診

２歳児歯科健診

１歳６カ月児健診

３歳児健診

10カ月児健診

10日㈪

25日㈫

12日㈬

17日㈪

令和３年１月生まれ

令和３年９月生まれ

令和元年10月生まれ

令和４年６月生まれ

たにあい



〈問い合わせ先〉　由利本荘市 CATV センター　〒018-0711　由利本荘市岩谷町字日渡 51 番地 1

令和５年４月１日号　広報ゆりほんじょう 28Yurihonjo city public Relations. 202329

ゆりほんテレビ
ホームページ→

由利本荘市CATVセンター（ゆりほんテレビ）からのお知らせ

【重要】ゆりほんテレビの指定管理について

ゆりほんテレビは令和5年4月1日から指定管理制度により、
　　　　株式会社秋田ケーブルテレビ（愛称：CNA）の管理運営となります。

◆現行のテレビサービスは、CNA の運営により継続されます。
◆指定管理に移行することに伴う加入者さまのお手続きは不要です。   
◆加入者さまのご利用料金口座振替日が変更となります。詳しくは同ページのご案内をご覧ください。
◆問い合わせ先の電話番号は 0184-65-3722 から変更ありません。

◆4 月 1 日（土）より番組編成が一部変更となります。詳しくは次ページの編成表をご覧ください。
◆由利本荘市の情報はこれまでと同様に「ゆりほんTimes」でお届けします。 
◆月～金曜日は CNA が秋田拠点センター AL☆VE にある「STUDIO AL☆VE」から生放送でお届
   けしている情報バラエティー番組「し～なチャン」を同日の 20:00 から録画放送します。
＜ゆりほんテレビ YouTube 公式チャンネル＞ 
ゆりほんTimes で放送した地域の話題や湊市長による情報発信などをピックアップして配信します。

4月からの

キャンペーンのご案内
加入金実質無料でおトクに契約！  春のタダとくキャンペーン  ！！

ご加入時には加入金を分割払い（24回）していただきますが、
24カ月間毎月同額をご利用料金から割引しますので加入金が実質無料となります。

※ご解約の際に加入金の残額がある場合には、残額を一括してご請求させていただきます。

受付期間：4月1日（土）～6月30日（金）

【重要】口座振替日変更のお知らせ

令和5年4月よりゆりほんテレビの管理を
       ＣＮＡへ移行することに伴い毎月の口座振替日が変更となります。

変更後：CATV利用料 毎月25日／NHK団体一括利用料 奇数月26日　（休日の場合は翌営業日）

※納付書は発行が終了となりますので口座振替への移行をお願いします。現在納付書をご利用の方には別途ご案内させていただきます。
変更前：CATV利用料　毎月27日 /NHK団体一括利用料　偶数月28日　（休日の場合は翌営業日）

時間 月
（3・10・17）

日
（2・9・16）

土
（1・8・15）
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ライブカメラ映像（市役所・法体の滝・南由利原高原）
みんなかだ～れ体操

ゆりほん
Times Weekly（再）

ゆりほん Times（再） 
文字情報

ゆりほん Times（再） 文字情報 文字情報

ゆりほん Times（再） 文字情報 文字情報

ゆりほん Times（再） 文字情報 文字情報

ゆりほんTimes
 Weekly（再）

全国ケーブルテレビ便り「天下統一を支えた母　於大の方とめぐる知多半島」
■1日～10日／前編　　■11日～17日／後編　　　　　　制作：CAC（愛知）
   
企画・特別番組①
■1日～10日 ／「こんにちはCNAです ！」
■11日～17日 ／「由利本荘市民俗芸能伝承館まいーれ　3月定期公演【前編】」

企画・特別番組②　
■1日～10日／「 羅漢Documentary～Maze～」
■11日～17日／「 スポコンチャンネルVol.123」

企画・特別番組③　
■1日～10日／「県外ロングインタビュー　～故郷 秋田への想い～＃57工藤行雄さん」
■11日～17日 ／「由利本荘市民俗芸能伝承館まいーれ　3月定期公演【後編】」

アリーナい～な体操

ゆりほんTimes Weekly
（再）

全国ケーブルテレビ便り
※同日8:00 ～の放送と同じ

ゆりほんTimes Weekly
（初回放送）

テレビショッピング

企画・特別番組④「カズの目指せ日本一」 
■1日～10日／#59#60
■11日～17日／#61#62

企画・特別番組①（再）
※同日9:00 ～の放送と同じ

全国ケーブルテレビ便り「萬葉の海」
■1日～10日／鳥羽あみの浜
■11日～17日／皇學館大学 制作：ZTV（三重）

ゆりほんTimes（初回放送）
文字情報

ゆりほんTimes（再）

し～なチャン（初回放送）

し～なチャン（再）

ゆりほんTimes（再）

ゆりほんTimes（再）

文字情報

文字情報

文字情報

企画・特別番組③（再）　※同日11:00 ～の放送と同じ

（～翌５:00まで）
テレビショッピング（QVCとショップチャンネルの曜日交互編成）

・予告なく番組の放送時間や内容を変更する場合があります。 
・放送する番組内容は EPG（テレビなどの電子番組表）やホームページからもご覧になれます。 
・4月18日～30日の番組表は本紙4月15日号に掲載予定です。 

企画・特別番組①（再）
※同日9:00 ～の放送と同じ

ゆりほんTimes Weekly
（再）

し～なチャンWeekly（再）

★4月1日・2日は過去にオンエアし
  た番組をお届けする「ゆりほんリ

クエストアワー」です。

ゆりほんTimes Weekly（再）

おすすめ番組と番組表のご案内（4月1日～17日）

「由利本荘市民俗芸能伝承館まいーれ　3月定期公演」
　3月19日に行われた「～ 春はもうすぐそ
こまで ～“ 秋田民謡と津軽民謡で ”」の模
様を前後編に分けてお届け。＜4月11日
（火）9:00～ほか＞

「こんにちはCNAです ！」
　ゆりほんテレビの制作などを行うCNA
秋田ケーブルテレビを新しいスタッフと共
にご紹介。＜4月1日（土）9:00～ほか＞

　秋田駅隣接の秋田拠点センターAL
☆VEにある「STUDIO AL☆VE」から
お届けする情報バラエティー番組。

「羅漢Documentary～Maze～」
　秋田県出身のラッパー羅漢。今の自分自
身を作り出した「ヒップホップ」への思いを
映し出す。＜4月1日（土）10:30～ほか＞

　由利本荘市の身近なニュースや話
題をお届け。初回放送は平日18：30か
ら。見逃し放送はゆりほんTimes  
Weeklyで ！

【受付時間】 月～金曜日（祝日除く） 8:30 ～ 17:15　※故障受け付けは 24 時間 365 日対応

電話：0184-65-3722
Eメールアドレス：yurihontv@cna-catv.co.jp 

YouTube
公式チャンネル
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ゆりほんテレビ
ホームページ→

由利本荘市CATVセンター（ゆりほんテレビ）からのお知らせ

【重要】ゆりほんテレビの指定管理について

ゆりほんテレビは令和5年4月1日から指定管理制度により、
　　　　株式会社秋田ケーブルテレビ（愛称：CNA）の管理運営となります。

◆現行のテレビサービスは、CNA の運営により継続されます。
◆指定管理に移行することに伴う加入者さまのお手続きは不要です。   
◆加入者さまのご利用料金口座振替日が変更となります。詳しくは同ページのご案内をご覧ください。
◆問い合わせ先の電話番号は 0184-65-3722 から変更ありません。

◆4 月 1 日（土）より番組編成が一部変更となります。詳しくは次ページの編成表をご覧ください。
◆由利本荘市の情報はこれまでと同様に「ゆりほんTimes」でお届けします。 
◆月～金曜日は CNA が秋田拠点センター AL☆VE にある「STUDIO AL☆VE」から生放送でお届
   けしている情報バラエティー番組「し～なチャン」を同日の 20:00 から録画放送します。
＜ゆりほんテレビ YouTube 公式チャンネル＞ 
ゆりほんTimes で放送した地域の話題や湊市長による情報発信などをピックアップして配信します。

4月からの

キャンペーンのご案内
加入金実質無料でおトクに契約！  春のタダとくキャンペーン  ！！

ご加入時には加入金を分割払い（24回）していただきますが、
24カ月間毎月同額をご利用料金から割引しますので加入金が実質無料となります。

※ご解約の際に加入金の残額がある場合には、残額を一括してご請求させていただきます。

受付期間：4月1日（土）～6月30日（金）

【重要】口座振替日変更のお知らせ

令和5年4月よりゆりほんテレビの管理を
       ＣＮＡへ移行することに伴い毎月の口座振替日が変更となります。

変更後：CATV利用料 毎月25日／NHK団体一括利用料 奇数月26日　（休日の場合は翌営業日）

※納付書は発行が終了となりますので口座振替への移行をお願いします。現在納付書をご利用の方には別途ご案内させていただきます。
変更前：CATV利用料　毎月27日 /NHK団体一括利用料　偶数月28日　（休日の場合は翌営業日）

時間 月
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ライブカメラ映像（市役所・法体の滝・南由利原高原）
みんなかだ～れ体操

ゆりほん
Times Weekly（再）

ゆりほん Times（再） 
文字情報

ゆりほん Times（再） 文字情報 文字情報

ゆりほん Times（再） 文字情報 文字情報

ゆりほん Times（再） 文字情報 文字情報

ゆりほんTimes
 Weekly（再）

全国ケーブルテレビ便り「天下統一を支えた母　於大の方とめぐる知多半島」
■1日～10日／前編　　■11日～17日／後編　　　　　　制作：CAC（愛知）
   
企画・特別番組①
■1日～10日 ／「こんにちはCNAです ！」
■11日～17日 ／「由利本荘市民俗芸能伝承館まいーれ　3月定期公演【前編】」

企画・特別番組②　
■1日～10日／「 羅漢Documentary～Maze～」
■11日～17日／「 スポコンチャンネルVol.123」

企画・特別番組③　
■1日～10日／「県外ロングインタビュー　～故郷 秋田への想い～＃57工藤行雄さん」
■11日～17日 ／「由利本荘市民俗芸能伝承館まいーれ　3月定期公演【後編】」

アリーナい～な体操

ゆりほんTimes Weekly
（再）

全国ケーブルテレビ便り
※同日8:00 ～の放送と同じ

ゆりほんTimes Weekly
（初回放送）

テレビショッピング

企画・特別番組④「カズの目指せ日本一」 
■1日～10日／#59#60
■11日～17日／#61#62

企画・特別番組①（再）
※同日9:00 ～の放送と同じ

全国ケーブルテレビ便り「萬葉の海」
■1日～10日／鳥羽あみの浜
■11日～17日／皇學館大学 制作：ZTV（三重）

ゆりほんTimes（初回放送）
文字情報

ゆりほんTimes（再）

し～なチャン（初回放送）

し～なチャン（再）

ゆりほんTimes（再）

ゆりほんTimes（再）

文字情報

文字情報

文字情報

企画・特別番組③（再）　※同日11:00 ～の放送と同じ

（～翌５:00まで）
テレビショッピング（QVCとショップチャンネルの曜日交互編成）

・予告なく番組の放送時間や内容を変更する場合があります。 
・放送する番組内容は EPG（テレビなどの電子番組表）やホームページからもご覧になれます。 
・4月18日～30日の番組表は本紙4月15日号に掲載予定です。 

企画・特別番組①（再）
※同日9:00 ～の放送と同じ

ゆりほんTimes Weekly
（再）

し～なチャンWeekly（再）

★4月1日・2日は過去にオンエアし
  た番組をお届けする「ゆりほんリ

クエストアワー」です。

ゆりほんTimes Weekly（再）

おすすめ番組と番組表のご案内（4月1日～17日）

「由利本荘市民俗芸能伝承館まいーれ　3月定期公演」
　3月19日に行われた「～ 春はもうすぐそ
こまで ～“ 秋田民謡と津軽民謡で ”」の模
様を前後編に分けてお届け。＜4月11日
（火）9:00～ほか＞

「こんにちはCNAです ！」
　ゆりほんテレビの制作などを行うCNA
秋田ケーブルテレビを新しいスタッフと共
にご紹介。＜4月1日（土）9:00～ほか＞

　秋田駅隣接の秋田拠点センターAL
☆VEにある「STUDIO AL☆VE」から
お届けする情報バラエティー番組。

「羅漢Documentary～Maze～」
　秋田県出身のラッパー羅漢。今の自分自
身を作り出した「ヒップホップ」への思いを
映し出す。＜4月1日（土）10:30～ほか＞

　由利本荘市の身近なニュースや話
題をお届け。初回放送は平日18：30か
ら。見逃し放送はゆりほんTimes  
Weeklyで ！

【受付時間】 月～金曜日（祝日除く） 8:30 ～ 17:15　※故障受け付けは 24 時間 365 日対応

電話：0184-65-3722
Eメールアドレス：yurihontv@cna-catv.co.jp 

YouTube
公式チャンネル
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ェ
ー
ン
ソ
ー
が
タ
イ
ト
ル
に

　
　
入
る
大
人
気
漫
画
に
母
親
が

夢
中
で
す
。
最
新
の
漫
画
や
ア
ニ

メ
に
は
父
母
の
方
が
詳
し
い
の
で
、

私
も
流
行
に
鈍
感
に
な
ら
な
い
よ

う
意
識
し
た
い
で
す
。
　（
一
輝
）

ち
は
だ
か
る
強
敵
を
次
々
と

撃
破
し
た
侍
ジ
ャ
パ
ン

最

後
の
大
谷
対
ト
ラ
ウ
ト
は
全
野
球

フ
ァ
ン
が
し
び
れ
た
の
で
は
!?

個
人
的
に
金
足
農
業
以
来
の
盛
り

上
が
り
で
し
た
。
　
　（
タ
ワ
ー
）

　
　
立
っ
て
い
く
若
者
を
見
る
と
、

　
　
就
職
や
転
職
は
ぜ
ひ
Ａ
タ
ー

ン
を…

と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
春
。
場
所
や
時
間
に
縛
ら
れ
な

い
働
き
方
や
生
き
方
が
さ
ら
に
広

が
る
未
来
を
信
じ
た
い
で
す
。
☆

　
　
が
い
義
務
教
育
が
終
わ
り
高

　
　
校
に
進
む
わ
が
子
。
早
朝
の

電
車
通
学
に
な
り
ま
す
が
、
早
起

き
が
苦
手
で
準
備
に
も
時
間
が
か

か
る
の
で
、
乗
り
遅
れ
や
し
な
い

か
今
か
ら
心
配
で
す
。（
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

　
　
く
さ
ん
の
励
ま
し
の
お
た
よ

　
　
り
や
取
材
時
の
ご
協
力
、
感

謝
感
謝
の
４
年
間
で
し
た
。
私
の

異
動
で
『
一
男
ロ
ス
』
が
世
間
に

広
ま
ら
ぬ
よ
う
、
新
体
制
の
奮
起

に
期
待
し
て
い
ま
す
　
（
一
男
）

　
　
し
い
運
動
靴
を
購
入
し
て
出

　
　
歩
く
気
満
々
な
の
で
す
が
、

過
去
10
年
で
最
大
級
の
花
粉
の
飛

散
で
私
の
目
と
鼻
は
悲
惨
な
状
態

に
。
こ
こ
し
ば
ら
く
は
マ
ス
ク
生

活
が
続
き
そ
う
で
す
　
　
　（
紀
）

新 た な 旅 立 ち
ち 　 ょ 　 っ 　 と 　 ひ 　 と 　 い 　 き 　・・・

<３月１日～３月15日受け付け分>

髙橋莉央奈ちゃん（誠貴さん）川口

工藤　月愛ちゃん（圭太さん）出戸町

豊島　みちちゃん（翔太さん）薬師堂

今泉　洸晴ちゃん（洸平さん）薬師堂

工藤　優心ちゃん（俊矢さん）水林

三船　理翔ちゃん（裕喜さん）大鍬町

池田　　朔ちゃん（真章さん）中梵天

横田　悠真ちゃん（ 崇 さん）石脇

小松　　結ちゃん（真文さん）日役町

中嶋　六花ちゃん（芽夢さん）薬師堂

木村　歩叶ちゃん（卓真さん）薬師堂

久世　悠人ちゃん（幸康さん）小人町

 りおな

　　るあ

　　

  こうせい

　ゆうしん  

　　りと

　 さく

ゆうま

　 ゆい

りっか

あゆと

ゆうと　    

<３月１日～３月15日受け付け分>
「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

渡部　栄子さん

佐藤　トシ子さん

小松　　民さん

齋藤　定雄さん

田口　梅野さん

齋藤　トミさん

小浜　ヨリさん

田口　哲朗さん

鈴木　　衛さん

今野　生三さん

保科　正彦さん

松永　隆男さん

齋藤　圭助さん

小松　良一さん

佐藤　光子さん

佐々木　庫藏さん

戸島　ハルミさん

畠山　金雄さん

畠山　チヨミさん

加藤　榮一さん

髙橋セツ子さん

佐々木信子さん

佐藤榮治郎さん

佐藤　一美さん

（神沢 ・ 67歳）

（藤崎 ・ 95歳）

（雪車町 ・ 76歳）

（大浦 ・ 88歳）

（花畑町 ・ 86歳）

（和泉町 ・ 87歳）

（石脇 ・ 87歳）

（石脇 ・ 86歳）

（船ヶ台 ・ 85歳）

（小防ヶ沢 ・ ８１歳）

（笹道 ・ 84歳）

（中梵天 ・ 67歳）

（鶴沼 ・ 96歳）

（石脇 ・ 67歳）

（鮎瀬 ・ 92歳）

（三条 ・ 80歳）

（片町 ・ 89歳）

（荒町 ・ 81歳）

（鮎瀬 ・ 105歳）

（砂子下 ・ 90歳）

（田町 ・ 89歳）

（一番堰 ・ 90歳）

（矢島町立石 ・ 87歳）

（矢島町元町 ・ 87歳）

（矢島町元町 ・ 79歳）

（矢島町城内 ・ 86歳）

（矢島町坂之下 ・ 72歳）

（矢島町木在 ・ 96歳）

（岩城亀田大町 ・ 79歳）

（岩城亀田最上町・100歳）

（曲沢 ・ 57歳）

（前郷 ・ 87歳）

（前郷 ・ 101歳）

（五十土 ・ 89歳）

（大倉沢 ・ 90歳）

（岩谷町 ・ 80歳）

今野　唯夫さん

植村　アイさん

茂木　恭一さん

三浦トシ子さん

加藤　正夫さん

佐藤スギヱさん

加藤　昭憲さん

阿部　陽子さん

三浦ツネエさん

佐々木美彌子さん

佐々木芳久さん

渡 テツヨさん

佐藤たみ子さん

佐々木博之さん

畠山　勝良さん

竹内　英輔さん

大友　和子さん

畠山　玉治さん

小松　良子さん

三浦幸之助さん

小沼　末六さん

眞坂　金作さん

野口　トキさん

（平岫 ・ 94歳）

（岩谷町 ・ 85歳）

（中田代 ・ 76歳）

（岩谷町 ・ 90歳）

（高尾 ・ 89歳）

（東由利黒渕 ・ 88歳）

（東由利舘合 ・ 90歳）

（西目町沼田 ・ 89歳）

（鳥海町上笹子 ・ 92歳）

（鳥海町中直根 ・ 93歳）

（鳥海町上川内 ・ 88歳）

遠藤　風花ちゃん（祐樹さん）御門

鈴木　瑛大ちゃん（雄樹さん）町村

吉田　珠唯ちゃん（大樹さん）岩谷町

佐藤　　浬ちゃん（一紀さん）東由利舘合

高橋　怜愛ちゃん（利廣さん）西目町沼田

　ふうか

 あきひろ

　 すい

　  かいり

   りあ

クイズの答え　Q１→１　Q２→２

たくさんの応募、ありがとうございました。

「農家民宿・黄桜の宿くし野」から

「割引券千円（1枚）」を５人にプレゼント！

工藤　みずほさん
三浦　豊さん
牧野　ノリ子さん
伊藤　ひろ美さん
遠藤　キヨ子さん

（本荘地域）

（本荘地域）

（本荘地域）

（本荘地域）

（東由利地域）

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る

こ
と
や
広
報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な

ど
た
く
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
連
絡
先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

おたより
お待ちしています

◆
夏
場
に
な
れ
ば
毎
日
の
よ
う
に
八
塩
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
へ
行
く
の
で
、
く
し
野
さ
ん
に
ぜ
ひ

泊
ま
っ
て
み
た
い
で
す
。

（
牧
野
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
桜
の
開
花
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。
花
を
見
た

り
春
の
に
お
い
が
し
て
く
る
と
心
も
体
も
元
気

に
な
り
ま
す
。（

斎
藤
さ
ん
・
50
代
・
本
荘
地
域
）

◆
い
つ
咲
く
だ
ろ
う
と
庭
の
梅
を
眺
め
な
が

ら
、
こ
の
春
社
会
人
に
な
る
孫
娘
の
前
途
が
明

る
い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
佐
藤
さ
ん
・
70
代
・
東
由
利
地
域
）

広  報
クイズ ２２

◆
ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム

　会
員
９
千
人
達
成
！

平
成
８
年
に
開
館
し
た

由
利
本
荘
市
ボ
ー
ト
プ
ラ

ザ
「
ア
ク
ア
パ
ル
」
内
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
会
員

累
計
が
９
千
人
を
達
成
し

ま
し
た
。
今
後
も
利
用
者

に
寄
り
添
い
、
多
く
の
方

に
親
し
ま
れ
る
施
設
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

問

　

(

一
財)

由
利
本
荘
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
｟
ア
ク

　
ア
パ
ル
内
｠　
☎
22‐

５
６
１
１

～これからも元気でお過ごしください～

満100歳　
おめでとうございます

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

遠藤　淑枝さん

（大正1２年３月９日生まれ・浜ノ町）

髙野　スヱさん

（大正12年３月20日生まれ・中田代）

９千人目の築山聡さん(左)と須田館長

お詫び・訂正

3月15日号８㌻に掲載

した 「矢島高校生制作

のすごろくが寄贈」 の

オンライン販売を予定し

ている企業の記載に誤

りがありました。 正しく

は下記のとおりです。

 誤　山形県内の企業　

　　

正 市内 の企業

お詫びして訂正します。

↓
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ェ
ー
ン
ソ
ー
が
タ
イ
ト
ル
に

　
　
入
る
大
人
気
漫
画
に
母
親
が

夢
中
で
す
。
最
新
の
漫
画
や
ア
ニ

メ
に
は
父
母
の
方
が
詳
し
い
の
で
、

私
も
流
行
に
鈍
感
に
な
ら
な
い
よ

う
意
識
し
た
い
で
す
。
　（
一
輝
）

ち
は
だ
か
る
強
敵
を
次
々
と

撃
破
し
た
侍
ジ
ャ
パ
ン

最

後
の
大
谷
対
ト
ラ
ウ
ト
は
全
野
球

フ
ァ
ン
が
し
び
れ
た
の
で
は
!?

個
人
的
に
金
足
農
業
以
来
の
盛
り

上
が
り
で
し
た
。
　
　（
タ
ワ
ー
）

　
　
立
っ
て
い
く
若
者
を
見
る
と
、

　
　
就
職
や
転
職
は
ぜ
ひ
Ａ
タ
ー

ン
を…

と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
春
。
場
所
や
時
間
に
縛
ら
れ
な

い
働
き
方
や
生
き
方
が
さ
ら
に
広

が
る
未
来
を
信
じ
た
い
で
す
。
☆

　
　
が
い
義
務
教
育
が
終
わ
り
高

　
　
校
に
進
む
わ
が
子
。
早
朝
の

電
車
通
学
に
な
り
ま
す
が
、
早
起

き
が
苦
手
で
準
備
に
も
時
間
が
か

か
る
の
で
、
乗
り
遅
れ
や
し
な
い

か
今
か
ら
心
配
で
す
。（
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

　
　
く
さ
ん
の
励
ま
し
の
お
た
よ

　
　
り
や
取
材
時
の
ご
協
力
、
感

謝
感
謝
の
４
年
間
で
し
た
。
私
の

異
動
で
『
一
男
ロ
ス
』
が
世
間
に

広
ま
ら
ぬ
よ
う
、
新
体
制
の
奮
起

に
期
待
し
て
い
ま
す
　
（
一
男
）

　
　
し
い
運
動
靴
を
購
入
し
て
出

　
　
歩
く
気
満
々
な
の
で
す
が
、

過
去
10
年
で
最
大
級
の
花
粉
の
飛

散
で
私
の
目
と
鼻
は
悲
惨
な
状
態

に
。
こ
こ
し
ば
ら
く
は
マ
ス
ク
生

活
が
続
き
そ
う
で
す
　
　
　（
紀
）

新 た な 旅 立 ち
ち 　 ょ 　 っ 　 と 　 ひ 　 と 　 い 　 き 　・・・

<３月１日～３月15日受け付け分>

髙橋莉央奈ちゃん（誠貴さん）川口

工藤　月愛ちゃん（圭太さん）出戸町

豊島　みちちゃん（翔太さん）薬師堂

今泉　洸晴ちゃん（洸平さん）薬師堂

工藤　優心ちゃん（俊矢さん）水林

三船　理翔ちゃん（裕喜さん）大鍬町

池田　　朔ちゃん（真章さん）中梵天

横田　悠真ちゃん（ 崇 さん）石脇

小松　　結ちゃん（真文さん）日役町

中嶋　六花ちゃん（芽夢さん）薬師堂

木村　歩叶ちゃん（卓真さん）薬師堂

久世　悠人ちゃん（幸康さん）小人町

 りおな

　　るあ

　　

  こうせい

　ゆうしん  

　　りと

　 さく

ゆうま

　 ゆい

りっか

あゆと

ゆうと　    

<３月１日～３月15日受け付け分>
「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

渡部　栄子さん

佐藤　トシ子さん

小松　　民さん

齋藤　定雄さん

田口　梅野さん

齋藤　トミさん

小浜　ヨリさん

田口　哲朗さん

鈴木　　衛さん

今野　生三さん

保科　正彦さん

松永　隆男さん

齋藤　圭助さん

小松　良一さん

佐藤　光子さん

佐々木　庫藏さん

戸島　ハルミさん

畠山　金雄さん

畠山　チヨミさん

加藤　榮一さん

髙橋セツ子さん

佐々木信子さん

佐藤榮治郎さん

佐藤　一美さん

（神沢 ・ 67歳）

（藤崎 ・ 95歳）

（雪車町 ・ 76歳）

（大浦 ・ 88歳）

（花畑町 ・ 86歳）

（和泉町 ・ 87歳）

（石脇 ・ 87歳）

（石脇 ・ 86歳）

（船ヶ台 ・ 85歳）

（小防ヶ沢 ・ ８１歳）

（笹道 ・ 84歳）

（中梵天 ・ 67歳）

（鶴沼 ・ 96歳）

（石脇 ・ 67歳）

（鮎瀬 ・ 92歳）

（三条 ・ 80歳）

（片町 ・ 89歳）

（荒町 ・ 81歳）

（鮎瀬 ・ 105歳）

（砂子下 ・ 90歳）

（田町 ・ 89歳）

（一番堰 ・ 90歳）

（矢島町立石 ・ 87歳）

（矢島町元町 ・ 87歳）

（矢島町元町 ・ 79歳）

（矢島町城内 ・ 86歳）

（矢島町坂之下 ・ 72歳）

（矢島町木在 ・ 96歳）

（岩城亀田大町 ・ 79歳）

（岩城亀田最上町・100歳）

（曲沢 ・ 57歳）

（前郷 ・ 87歳）

（前郷 ・ 101歳）

（五十土 ・ 89歳）

（大倉沢 ・ 90歳）

（岩谷町 ・ 80歳）

今野　唯夫さん

植村　アイさん

茂木　恭一さん

三浦トシ子さん

加藤　正夫さん

佐藤スギヱさん

加藤　昭憲さん

阿部　陽子さん

三浦ツネエさん

佐々木美彌子さん

佐々木芳久さん

渡 テツヨさん

佐藤たみ子さん

佐々木博之さん

畠山　勝良さん

竹内　英輔さん

大友　和子さん

畠山　玉治さん

小松　良子さん

三浦幸之助さん

小沼　末六さん

眞坂　金作さん

野口　トキさん

（平岫 ・ 94歳）

（岩谷町 ・ 85歳）

（中田代 ・ 76歳）

（岩谷町 ・ 90歳）

（高尾 ・ 89歳）

（東由利黒渕 ・ 88歳）

（東由利舘合 ・ 90歳）

（西目町沼田 ・ 89歳）

（鳥海町上笹子 ・ 92歳）

（鳥海町中直根 ・ 93歳）

（鳥海町上川内 ・ 88歳）

遠藤　風花ちゃん（祐樹さん）御門

鈴木　瑛大ちゃん（雄樹さん）町村

吉田　珠唯ちゃん（大樹さん）岩谷町

佐藤　　浬ちゃん（一紀さん）東由利舘合

高橋　怜愛ちゃん（利廣さん）西目町沼田

　ふうか

 あきひろ

　 すい

　  かいり

   りあ

クイズの答え　Q１→１　Q２→２

たくさんの応募、ありがとうございました。

「農家民宿・黄桜の宿くし野」から

「割引券千円（1枚）」を５人にプレゼント！

工藤　みずほさん
三浦　豊さん
牧野　ノリ子さん
伊藤　ひろ美さん
遠藤　キヨ子さん

（本荘地域）

（本荘地域）

（本荘地域）

（本荘地域）

（東由利地域）

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る

こ
と
や
広
報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な

ど
た
く
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
連
絡
先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

おたより
お待ちしています

◆
夏
場
に
な
れ
ば
毎
日
の
よ
う
に
八
塩
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
へ
行
く
の
で
、
く
し
野
さ
ん
に
ぜ
ひ

泊
ま
っ
て
み
た
い
で
す
。

（
牧
野
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
桜
の
開
花
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。
花
を
見
た

り
春
の
に
お
い
が
し
て
く
る
と
心
も
体
も
元
気

に
な
り
ま
す
。（

斎
藤
さ
ん
・
50
代
・
本
荘
地
域
）

◆
い
つ
咲
く
だ
ろ
う
と
庭
の
梅
を
眺
め
な
が

ら
、
こ
の
春
社
会
人
に
な
る
孫
娘
の
前
途
が
明

る
い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
佐
藤
さ
ん
・
70
代
・
東
由
利
地
域
）

広  報
クイズ ２２

◆
ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム

　会
員
９
千
人
達
成
！

平
成
８
年
に
開
館
し
た

由
利
本
荘
市
ボ
ー
ト
プ
ラ

ザ
「
ア
ク
ア
パ
ル
」
内
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
会
員

累
計
が
９
千
人
を
達
成
し

ま
し
た
。
今
後
も
利
用
者

に
寄
り
添
い
、
多
く
の
方

に
親
し
ま
れ
る
施
設
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

問

　

(

一
財)

由
利
本
荘
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
｟
ア
ク

　
ア
パ
ル
内
｠　
☎
22‐

５
６
１
１

～これからも元気でお過ごしください～

満100歳　
おめでとうございます

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

遠藤　淑枝さん

（大正1２年３月９日生まれ・浜ノ町）

髙野　スヱさん

（大正12年３月20日生まれ・中田代）

９千人目の築山聡さん(左)と須田館長

お詫び・訂正

3月15日号８㌻に掲載

した 「矢島高校生制作

のすごろくが寄贈」 の

オンライン販売を予定し

ている企業の記載に誤

りがありました。 正しく

は下記のとおりです。

 誤　山形県内の企業　

　　

正 市内 の企業

お詫びして訂正します。

↓

ン

最

は
全
野
球
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ハガキ、
ファクシミリ、
電子メールで
ご応募ください。

笑売繁盛笑売繁盛笑売繁盛 プレゼントつき! 広報クイズ広報クイズ

4/19（水）ま
で

4/19（水）ま
で

読 者
プレゼント

〒015-8501
尾
崎
17

広
報
広
聴
課

「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　
　
　
　
　
　

    

係

住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号

・
ク
イ
ズ
の
答
え

・
お
た
よ
り

ミライズハウスから「市内飲食店の500円割引券・お菓子引換券」をそれぞれ５人にプレゼント！
■応募資格／市内にお住まいの方（応募は１人１通）。クイズの答え（２問）と広報紙に対する
　ご意見やご感想など「おたより」を添えてお申し込みください。

※個人情報は記載内容の確認、プレゼントの発送の
　ために使用し、この目的以外には使用しません。

Q1 Q2

１.  １４台
２.  １８台
３.  ３２台

１.  １０５人
２.  ３５０人
３.  ５９０人

ことしの市内中学校
の卒業生は何人？

羽後本荘駅の西口有料駐車場
の駐車台数は何台？

と
と
も
に
令
和
３
年
に
創
業
。

住
宅
に
限
ら
ず
店
舗
や
事
業
所

な
ど
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の

ほ
か
、
土
地
や
建
物
販
売
の
仲

介
を
行
っ
て
い
る
。

■
こ
だ
わ
り

　
デ
ザ
イ
ン
と
提
案
力
に
こ
だ

わ
り
、
お
客
さ
ま
が
造
り
た
い

家
の
大
ま
か
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

ポ
イ
ン
ト
を
感
じ
取
り
、
そ
れ

に
合
う
ト
ー
タ
ル
イ
ン
テ
リ
ア

を
提
案
、
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
ず

「『すべてはお客さまの
幸せのために』をモット
ーにお客さまの要望に応
えられるような住宅を提
案しています」と話す石
川さん（真ん中）

　
お
客
さ
ま
の
未
来
を
幸
せ

に
す
る
住
宅
を
建
て
る
と
き

の
打
ち
合
わ
せ
の
際
に
広
げ

る
図
面
か
ら
「
未
来
図
」
、

そ
し
て
お
客
さ
ま
、
自
分
た

ち
の
飛
躍
を
願
い
、
飛
び
立

つ
な
ど
の
意
味
を
持
つ
「
ラ

イ
ズ
」
の
２
つ
を
合
わ
せ
て

「
ミ
ラ
イ
ズ
ハ
ウ
ス
」
と
つ

け
た
そ
う
で
す
。

　
仕
事
を
楽
し
み
、
お
客
さ

ま
に
寄
り
添
い
要
望
に
丁
寧

に
対
応
し
て
く
れ
る
３
人
に
、

一
生
に
一
度
の
大
き
な
買
い

物
（
住
宅
）
を
相
談
を
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域
の
「
人
気
の
お
店
」「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域

も
一
つ
一
つ
お
客
さ
ま
へ
の
思

い
を
込
め
て
作
成
し
て
い
る
。

■
よ
ろ
こ
び

　
時
間
を
か
け
て
建
物
を
建
て

て
い
く
の
で
思
い
入
れ
が
生
ま

れ
、
引
き
渡
し
の
時
に
子
ど
も

を
手
放
す
よ
う
な
さ
み
し
さ
、

お
客
さ
ま
に
会
え
な
く
な
る
さ

み
し
さ
を
感
じ
ま
す
が
、
お
客

さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の

が
何
よ
り
う
れ
し
い
。
お
礼
の

手
紙
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ

り
、
幸
せ
を
感
じ
る
瞬
間
で
し

た
。

■
こ
れ
か
ら

　
目
標
は
ミ
ラ
イ
ズ
ハ
ウ
ス
で

手
が
け
た
住
宅
・
店
舗
・
事
業

所
な
ら
想
像
以
上
の
仕
上
が
り

だ
と
、
す
べ
て
の
お
客
さ
ま
に

幸
せ
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
。

今
後
も
業
者
の
方
や
メ
ー
カ
ー

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
誠
意
、

創
意
、
熱
意
を
持
ち
続
け
て
お

客
さ
ま
の
幸
せ
の
た
め
に
、
仕

事
を
し
て
い
き
た
い
。

■
あ
ら
ま
し

　
石
川
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
に

東
京
の
家
電
販
売
店
に
就
職
し
、

20
年
間
営
業
と
し
て
勤
務
。
10

年
前
に
本
市
へ
の
帰
郷
の
際
に
、

建
築
士
を
目
指
す
な
ど
以
前
か

ら
興
味
の
あ
っ
た
住
宅
や
建
築

に
関
す
る
仕
事
を
し
よ
う
と
、

市
内
の
不
動
産
会
社
に
就
職
。

働
き
な
が
ら
不
動
産
業
に
関
す

る
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、

３
年
前
に
土
地
や
建
物
販
売
な

ど
に
必
要
な
資
格
を
取
得
し
、

一
緒
に
働
い
て
い
た
同
僚
２
人

お客さまこだわりの
キッチンスタイル

今
回
は
、
本
荘
地
域
の
「
ミ
ラ
イ
ズ
ハ
ウ
ス
」
で
す
。

代
表
の
石
川
斉
寛
さ
ん

｟48
歳
｠

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ミライズハウスミライズハウス

《花畑町３－２　　☎７４－８１６７》《花畑町３－２　　☎７４－８１６７》

本荘地域 ミライズハウス

お客さまと打ち合わせを行う様子

おしゃれなカフェのような雰囲気が
感じられる、打ち合わせスペース

つ
具
現
化
し
て

建
物
を
造
っ
て

い
く
。
同
じ
物

は
造
り
た
く
な

く
、
一
人
一
人

の
お
客
さ
ま
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
て

提
案
し
て
い
る
。

ま
た
、
内
覧
会

の
案
内
チ
ラ
シ

人を幸せにする家づくり人を幸せにする家づくり
《第１２４回》

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域

カダーレカダーレ

羽
後
本
荘
駅

ミライズハウス

改修を手がけたプレゼン
ト対象飲食店の外観

○営業時間／9:00～18:00
○定休日／水、第１火曜

ホームページ instagram

ガ
レ
ー
ジ
の
あ
る
ス
タ

イ
リ
ッ
シ
ュ
な
住
宅

照
明
の
演
出
が
素
敵
な

リ
ビ
ン
グ
空
間


